
秋空を彩る
矢部川の恵みに感謝し、八女地域の発展を願う
市民の祭り「矢部川物語」が9月13日㈯、宮野
公園で行われました。アユのつかみどり大会や
物産販売などのイベントでは、多くの人でにぎわ
いました。夜8時に、約1500発の花火が音楽に
合わせて打ちあがり、夜空を色鮮やかに染める
と、会場からは大きな拍手が送られていました。

玉露・煎茶ダブル日本一
いつまでもお元気で
みんなが子育てしやすい『八女市』へ

【今月の主な内容】
2
3
6～7
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玉
露
・
煎
茶
ダ
ブ
ル
日
本
一！

平
成
26
年
８
月
26
日
㈫
か
ら
29
日
㈮
に
か
け
て
宮
崎
県
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
68
回
全
国
茶
品
評
会
」
で
、
八
女
市
豊
福
の
農
事
組
合
法
人
「
八
女
美

緑
園
製
茶
」
が
普
通
煎
茶
４
㎏
の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
玉
露
の
部
で
八
女
市
星
野
村
の
宮
原
義
昭
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
玉
露
の
部
で
は
、
１
等
か
ら
３
等
ま
で
の
30
位
の
な
か
八
女
市
が
29
点
入
賞
し
、
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。
２
部
門
で
の
ダ
ブ
ル
受
賞
は
、

平
成
17
年
度
第
59
回
全
国
茶
品
評
会
以
来
の
快
挙
で
す
。
褒
賞
授
与
式
は
、
11
月
１
日
㈯
宮
崎
県
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
お
茶
ま
つ
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

等 順位 氏　　名 住　所 概　評

1等 1 （農）八女美緑園製茶　山崎隼平 八女市豊福 農林水産大臣賞

1等 2 （農）八女美緑園製茶　
　　　代表　古川明俊 八女市豊福 農林水産省生産局長賞

等 順位 氏　　名 住　所 概　評

1等 1 宮原　義昭 八女市星野村 農林水産大臣賞

1等 2 栗原　昭夫 八女市矢部村 農林水産省生産局長賞

1等 ３ 竹下　逸夫 八女市上陽町 農林水産省生産局長賞

1等 ４ 松尾　健一 八女市黒木町 日本茶業中央会長賞

1等 ５ 馬場　　満 八女市上陽町 全国茶生産団体連合会長賞

等 順位 氏　　名 住　所
2等 ６ 金子　守 八女市上陽町

2等 ７ 井上　一美 八女市上陽町

2等 ８ 城　　昌史 八女市黒木町

2等 ９ 宮原　幸子 八女市星野村

2等 10
笠原茶製造所
茶の実庵
代表 小松保夫

八女市黒木町

2等 11 山口　孝臣 八女市星野村

2等 12 宮園　秀喜 八女市黒木町

2等 13 元村　泉 八女市黒木町

2等 14 堀川　祐助 八女市黒木町

2等 15 山口　浩志 八女市星野村

3等 16 坂田　輝彦 八女市黒木町

3等 17 大久保　忠 八女市黒木町

3等 18 伊藤　直喜 八女市星野村

3等 19 立石　文孝 八女市星野村

3等 20 井上　正道 八女市上陽町

3等 21 高木美恵子 八女市星野村

3等 22 江頭　和弥 八女市星野村

3等 23 伊藤　恵好 八女市星野村

3等 24 山口　金利 八女市星野村

3等 25 倉住　　努 八女市星野村

3等 26 大塚　悠香 八女市星野村

3等 27 伊藤　秀一 八女市星野村

3等 28 原口　義友 八女市星野村

3等 29
京田辺玉露生
産組合　出島
重雄

京都府京田辺
市

3等 30 原口　哲也 八女市星野村

部　門 １　位 2　位 3　位

玉　　露 福岡県八女市
（596 点）

京都府京田辺市
（527 点）

静岡県藤枝市
（508 点）

煎茶４ｋｇ 静岡県静岡市
（588 点）

福岡県八女市
（570 点）

静岡県川根本町
（552 点）

産地賞は、同一市町村から 3 点以上の出品があり、上位 3 点の審査合計点数に
より決定される。
※氏名はすべて敬称略にて掲載

第
68
回
全
国
茶
品
評
会
出
品
茶
審
査
会

普通煎茶 4㎏の部

玉露の部

産地賞

１等から３等までの 30 位のなか八女市が
29 点入賞。上位を独占しました。

煎茶の部で八女茶が農林水産大臣賞を受
賞したのは 9 年ぶりの快挙です。

審
査
結
果



広報やめ　2014.10.13

平成26年度市内の100歳の皆さん
齊藤サツ（黒木町） 松尾トシ子（立花町） 川口キヨノ（矢部村）
樋口安次（黒木町） 近見キリヱ（高塚） 春口アイ子（立花町）
椎窓ミツヱ（矢部村） 小塩タケノ（立花町） 高山スガヨ（立花町）
浜武サツキ（室岡） 中村静義（上陽町） 並波トシ子（馬場）
冨久正治（亀甲） 古庄ツモ（立花町） 橋爪ヒサエ（吉田）
井上サダメ（上陽町） 井上キサ子（星野村） 三宅タツヱ（黒木町）
山下セキ子（長野） 大石フタヱ（新庄） 橋本マスヱ（黒木町）
大坪 亭（鵜池） 北島鹿藏（長野） 岳 福次（鵜池）
森田ミスヲ（黒木町） 園原スヱノ（立花町） 中小原キヨカ（黒木町）

▽
20
年
近
く
の
熱
心
な
要
望
活
動
が
実

り
、
今
年
の
７
月
に
星
野
村
の
合
瀬
耳

納
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
起
工
さ
れ
ま
し
た
。

全
長
が
２
６
１
６
㍍
で
片
側
１
車
線
の

ト
ン
ネ
ル
は
、
２
年
後
の
平
成
28
年
５

月
の
貫
通
を
目
指
し
て
工
事
が
進
み
ま

す
。
▽
星
野
村
は
、
一
昨
年
の
豪
雨
災

害
で
村
全
体
が
孤
立
し
ま
し
た
。
そ
の

時
真
っ
先
に
開
通
し
た
の
が
こ
の
ル
ー

ト
で
、
こ
こ
を
通
っ
た
工
事
車
両
に
よ

り
、
停
電
解
消
な
ど
の
復
旧
が
格
段
に

進
み
ま
し
た
。
そ
れ
故
に
こ
の
事
業
に

は
深
い
感
慨
が
あ
り
ま
す
。
▽
本
市
は

西
側
を
除
き
ぐ
る
り
と
山
に
囲
ま
れ
た

地
形
で
、
隣
接
す
る
市
町
へ
の
移
動
に

は
細
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
通
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
交
通
の

難
所
で
早
急
な
整
備
が
待
た
れ
て
い
ま

す
。
▽
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
市
内
の

道
路
整
備
が
進
め
ば
、
こ
れ
ま
で
条
件

不
利
地
と
さ
れ
た
地
域
で
も
物
流
や
観

光
な
ど
の
面
で
車
社
会
の
恩
恵
に
浴
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
生

活
と
地
域
振
興
に
向
け
た
道
づ
く
り
を

今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

合瀬耳納トンネル
⑬市長 コラム

mayor's column

９
月
15
日
㈷
は
敬
老
の
日
。
市
で
は
平

成
26
年
度
に
１
０
０
歳
に
な
る
27
人

に
敬
老
祝
金
と
祝
状
を
、
１
０
１
歳
以
上
の

52
人
と
88
歳
に
な
る
５
０
１
人
に
敬
老
祝
金

を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
１
０
０
歳
に
な

る
在
宅
の
長
寿
者
５
人
を
三
田
村
市
長
が
訪

問
し
ま
し
た
。

※
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
は
県
知
事
か
ら
の

祝
状
と
記
念
品
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝

状
と
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※9月1日現在（敬称略）※ご承諾いただいた方のみ掲載しています。

「近くにヨモギ採りに出かけたり、畑で野
菜を作ったりしています」

「木工で何でも器用に作ります。ご近所の
皆さんにも見守っていただいています」

「94 歳まで山仕事の手伝いをしていました。
今は毎日脳トレですごろくをしています」

「毎月のおたっしゃ会が楽しみ。毎日、家
の前の堤防を散歩しています」

「毎晩焼酎をサイダーで割って飲むのが
楽しみ。夫婦一緒も長生きの秘訣です」

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

椎窓ミツヱさん（矢部村）

冨久正治さん（亀甲） 古庄ツモさん（立花町）

樋口安次さん（黒木町）

北島鹿藏さん（長野）
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◦日時＝11月2日㈰10時～
◦場所＝駅跡イベント広場土俵
◦内容＝（団体戦）低学年1人、中学年2人、高学年2人
で1チーム

（個人戦）低学年・中学年・高学年の部
※相撲大会後、東関部屋の力士とのぶつかり稽古
◦参加料＝無料
◦募集締切＝10月24日㈮
◦問い合わせ＝加藤光男さん（☎42・0134）

◦日時＝11月2日㈰10時スタート
（9時30分受付）
◦内容＝７㌔コース
◦集合場所＝グリーンピア八女「体育館前イベント広場」
◦コース＝体育館前イベント広場～どんぐり拾いの小道～
泉と小島への散歩道～山中渓谷～えがおの小路～体育館
前イベント広場
◦参加資格＝健康に自信がある人（小学生以下は保護者同伴）
◦参加料＝700円（温泉券・味ご飯・だご汁付）
※当日受付時に徴収します
◦募集締切＝10月24日㈮ ※当日受付可

◦日時＝11月2日㈰10時～ 16時
◦場所＝駅跡イベント広場物産展会場
◦出店料＝2,000円（1区画）
◦参加資格＝市内にお住まいの人、もしくは市内で事業
をされている人
◦募集締切＝10月10日㈮ ※申込多数の場合は抽選

◦日時＝11月2日㈰10時～ 16時
◦場所＝駅跡イベント広場
◦区画＝1区画2ｍ四方（1団体につき最大2区画まで）
◦出店料＝500円（1区画）※申込多数の場合は抽選
◦募集締切＝10月10日㈮
※区画割り当ては、実行委員会で行います。
※出店場所や周辺を必ず清掃し、ゴミは持ち帰ってください。

ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
も
出
場
チ
ー
ム

募
集
中
！

　

主
催
者
が
準
備
し
た
「
き
ん
ま
」
に
俵

（
小
学
４
年
生
以
下
の
部
は
80
㎏
、
小
学

６
年
生
以
下
の
部
は
１
２
０
㎏
）
を
載
せ
、

42
・
１
９
５
メ
ー
ト
ル
を
人
力
で
引
い
て

速
さ
を
競
い
ま
す
。

◦
期
日
＝
11
月
８
日
㈯

◦
会
場
＝
春
の
山
公
園

◦
応
募
資
格
＝
小
学
生
１
チ
ー
ム
３
人
以

内
（
男
女
割
合
の
制
限
な
し
）

◦
優
勝
賞
品
＝
上
陽
牛
10
㌔

◦
申
込
締
切
＝
10
月
24
日
㈮
必
着

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支
所
建
設

経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

◦
８
日
㈯
┋
和
太
鼓
「
童
衆
」
演
奏
、
開

運
収
穫
も
ち
ま
き
大
会
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

ド
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

NEW
 CHILDRENʼS

◦
９
日
㈰
┋
八
女
学
院
中
学
・
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
演
奏

　

主
催
者
が
準
備
し
た
「
き
ん
ま
」
に
俵

４
０
０
㎏
（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
は
２
０
０

kg
）
を
載
せ
、
42
・
１
９
５
メ
ー
ト
ル
を

駆
け
抜
け
ま
す
。

　
「
き
ん
ま
」
は
「
木
馬
」
と
書
き
、
上
陽

地
区
で
は
山
か
ら
木
材
を
搬
出
す
る
た
め

に
利
用
し
た
木
の
ソ
リ
で
す
。
こ
の
き
ん

ま
を
引
い
て
、
速
さ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

競
い
ま
す
。

◦
期
日
＝
11
月
９
日
㈰

◦
会
場
＝
春
の
山
公
園

◦
応
募
資
格
＝
【
一
般
の
部
】
中
学
生
以

上
で
１
チ
ー
ム
５
人
以
内
、
男
女
割
合
の

制
限
な
し

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
中
学
生
以
上
の
女
性

５
人
以
内

◦
優
勝
賞
金
＝
【
一
般
の
部
】
30
万
円

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
10
万
円

※
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
の
ほ
か
、
各
賞
も
あ

り
ま
す
。

◦
申
込
締
切
＝
10
月
24
日
㈮
必
着

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支
所
建
設

経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

11月8日土・9日日
八女上陽まつり

全日本きんま選手権大会出場チーム募集中！
ゲストコメンテーターは
ミカエラ・ブレスウェートさん！

「八女くろぎふるさと祭り」出場者・出店者を募集します
「子ども相撲」参加者 「紅葉ウオーク」参加者

「物産店」出店者
「フリーマーケット」出店者

⃝申込・問い合わせ＝八女くろぎふるさと祭り実行委員会事務局（黒木総合支所産業経済課）☎ 42・1115　N42・0172

旅する茶のくに週間



池の山キャンプ
アウトドアの達人と一緒に、とことん外遊びする1泊2
日（３食付）のキャンプ。ネイチャーゲームや自然観察、
アウトドア料理など盛りだくさんの内容です。
◦会場＝池の山キャンプ場（星野村）◦日程＝11月
23日㈷13時～ 24日㉁15時◦料金＝中学生以上8,900
円、小学生7,900円、幼児1,900円◦定員＝25人

【八女】
木の小物づくり
◦会場＝独楽工房 隈本木工所（吉田）
◦日程＝11月8日㈯13時～ 15時30分
◦料金＝2,400円◦定員＝5人
くろくも舎 切り絵体験
◦会場＝くろくも舎（本町）
◦日程＝11月11日㈫13時～ 15時
◦料金＝2,400円◦定員＝10人
石の灯りづくり
◦会場＝橋山石材（長野）
◦日程＝11月22日㈯9時30分～ 16時
◦料金＝10,400円（台座は別途2,000
円）◦定員＝5人
錺り金具体験
◦会場＝入部錺金具製作所（酒井田）
◦日程＝11月24日㉁13時～ 15時30
分◦料金＝3,700円◦定員＝5人
自然遊歩道を歩く
◦集合＝童男山古墳（県立ふれあいの
家南筑後駐車場）
◦日程＝11月26日㈬9時30分～ 15時
※雨天時は11月27日㈭に延期予定
◦料金＝900円◦定員＝15人
町家に泊まる
◦会場＝ゲストハウス川のじ（八女福

島）◦日程＝11月29日㈯17時～ 30
日㈰11時◦料金＝11,000円(夕食・朝
食代含む1泊2日）◦定員＝女性7人
【上陽】
馬場水車場 線香づくり
◦会場＝馬場水車場（上横山）
◦日程＝11月5日㈬13時～ 15時30分
◦料金＝2,700円◦定員＝8人
和竿づくりと川釣り
◦会場＝つり具の木下（上横山）
◦日程＝11月16日㈰13時～ 15時30
分◦料金＝3200円+遊漁承認証（日
釣り券）大人500円、中・高生250円、
小学生無料◦定員＝10人
木と森のはなし
◦集合＝コミュニティ広場（旧上陽保
健センター前駐車場）
◦日程＝11月20日㈭10時～ 16時
◦料金＝1,400円◦定員＝8人
【星野】
源太窯 土あそび 
◦会場＝星野焼源太窯◦日程＝11月
12日㈬10時～ 15時◦料金＝4,400円

（土1㌔）焼成代込◦定員＝6人
【黒木】
座禅と精進料理

◦会場＝霊巌寺（笠原）◦日程＝11月
6日㈭11時～ 14時◦料金＝2,900円
◦定員＝18人
泰心工房 竹の箸づくり
◦集合＝お茶の里記念館駐車場（笠原）
◦日程＝11月13日㈭10時～ 16時
◦料金＝3,400円◦定員＝6人
棚田の補修体験
◦会場＝山村塾／えがおの森（笠原）
◦日程＝11月29日㈯9時30分～ 15時
◦料金＝2,000円◦定員＝10人
【矢部】
よもぎまんじゅうづくり
◦会場＝杣人の家（北矢部）◦日程＝
11月18日㈫10時30分～ 13時30分
◦料金＝2,400円◦定員＝12人
【立花】
キウイ収穫のお手伝い
◦会場＝大道谷乃里（白木）◦日程＝
11月15日㈯9時30分～ 15時30分
◦料金＝2,200円◦定員＝10人
マイ包丁づくり
◦会場＝盛弘鍛冶工場（白木）
◦日程＝11月15日㈯・19日㈬9時～
16時※2回開催。希望日を選択
◦料金＝11,000円◦定員＝各4人

　（そのほかの１6プログラム）「旅する茶のくに週間」

体にやさしいおやつづくり
大豆とおからを使った豆コッティと、豆ク
リームをはさんだウーピーパイをつくりま
す。つくったあとはみんなでティータイムも
楽しみます。
◦会場＝おりなす八女研修棟（本町）
◦日程＝12月7日㈰13時～ 16時◦料金＝
中学生以上2700円（未就学児おひとり
まで同行可）◦定員＝中学生以上８人

秋の山歩き
ゆるやかな山道と急登のどちらも楽し
める雌岳、頂上からのパノラマの眺望
が素晴らしい雄岳など、登山ガイドと
一緒に縦走して山登りを楽しみます。
◦集合＝くつろぎの森 グリーンピア八
女（黒木町）◦日程＝11月9日㈰9時30
分～ 15時◦料金＝900円◦定員＝15人
※雨天時は11月11日㈫に延期予定

個性あふれる八女を見る・聴く・味わう・
触れる！１9の体験プログラムを企画しま
した。豊かな「自然」と「手仕事」、「人
の笑顔」、「もてなし」に触れ、きっと、もっ
と八女のことが好きになる！知らなかっ
た八女を知る！そんな八女を楽しむステ
キなイベントです。お誘いあわせのうえ、
どうぞお気軽にご参加ください。
八女市役所・各支所ほか、茶のくに観
光案内所、八女伝統工芸館、横町町家
交流館など市内観光施設で全プログラ
ムを記載した冊子を配布しています。
■申込受付＝10月6日㈪の正午から
■申込締切＝各プログラム実施日の7日前
※定員になりしだい、締め切ります
■申込・問い合わせ＝八女市役所観光
振興課（茶のくに観光案内所）
☎２２・６６４４

着地型体験交流プログラム

元気な八女
を体験する
33日間！

旅する茶のくに週間

広報やめ　2014.10.15
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1
給
付
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す

新
制
度
で
は
、
就
学
前
の
子
ど

も
の
教
育
・
保
育
を
保
障
す
る
た

め
に
「
給
付
制
度
」
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
給
付
対
象

と
な
る
①
保
育
所
②
幼
稚
園
③
認

定
こ
ど
も
園
④
地
域
型
保
育
の
施

設
を
利
用
し
た
場
合
、
国
・
県
・

市
町
村
は
そ
の
教
育
・
保
育
を
提

供
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
給

付
費
と
し
て
支
払
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

な
お
、こ
の
給
付
費
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
皆
様
に
対
す
る
直
接
的

な
給
付
で
は
な
く
、
市
町
村
か
ら

施
設
等
に
支
払
う
仕
組
み
（
法
定

代
理
受
領
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
必
要
な
教
育
・
保
育
の
認
定
制

度
が
は
じ
ま
り
ま
す

新
制
度
で
は
「
必
要
な
教
育
・

保
育
の
認
定
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、

給
付
対
象
と
な
る
施
設
等
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
、
市
町

村
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
利
用

の
た
め
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

は
「
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て

の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
」
と

い
う
基
本
的
考
え
方
の
も
と
に
、

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
や
地
域
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的

に
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。な

お
、
財
源
は
消
費
税
が
増
税

に
な
っ
た
際
の
増
収
分
を
活
用
し
、

子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
市

町
村
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
す
。

3 つの支給認定区分

保育の必要量

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
目
指
し
て
成
立
し
た
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
３
法
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
、
認
定
こ
ど
も
園

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
）

に
基
づ
き
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
と
は
？

新
制
度
に
な
る
と
何
が
変
わ

る
の
？

子ども・子育て支援新制度
説明会を開催します

お子さま連れでも参加できるよう託児（事前申込必要）も
準備していますので、ぜひお気軽にお越しください。
※開始時刻は、いずれの会場も19時からです。
※対象地区ごとに開催しますが、どちらの会場に行かれて
も結構です。
※託児が必要な人は、申込締切までに電話かファクスで申
し込みください。

期日 会場 対象地区 託児申込締切

10/6㈪ 立花市民センター
イベントホール 立花地区 10/1㈬

10/7㈫ 黒木総合支所大会議室 黒木地区 10/1㈬

10/9㈭ おりなす八女
はちひめホール

（旧八女地区）
福島・三河
八幡・岡山

10/2㈭

10/10㈮ おりなす八女
はちひめホール

（旧八女地区）
長峰・上妻
川崎・忠見

10/3㈮

10/14㈫ 星野支所大集会室 星野地区 10/8㈬

10/16㈭ 矢部公民館視聴覚室 矢部地区 10/10㈮

10/17㈮ 上陽公民館１号室 上陽地区 10/10㈮

【１号認定】　（教育標準時間認定）
お子さんが満3歳以上で教育を希望される場合

〈利用先〉幼稚園、認定こども園

【３号認定】　（満3歳未満・保育認定）
お子さんが満3歳未満で、「保育を必要とする事由」に該当し、
保育所等での保育を希望される場合

〈利用先〉保育所、認定こども園、地域型保育の施設

【２号認定】　（満3歳以上・保育認定）
お子さんが満3歳以上で、「保育を必要とする事由」に該当し、保
育所等での保育を希望される場合

〈利用先〉保育所、認定こども園

2号認定または3号認定を受けて施設等を利用される場合、保育
を必要とする事由によって次のいずれかに区分されます。

【保育標準時間】11時間まで
例）就労が理由でフルタイム勤務の場合

【保育短時間】8時間まで
例）就労が理由で父・母のどちらかがパートタイム勤務の場合

※就労を理由とする利用の場合、保護者の就労時間の下限は、八女
市では1か月当たり60時間です。（1日4時間以上かつ1か月15日以上）

はじまるよ！子ども・子育て支援新制度

み
ん
な
が

子
育
て
し
や
す
い

『
八
女
市
』
へ
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◦
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　

乳
幼
児
や
そ
の
保
護
者
が
交
流

で
き
る
場
を
提
供
し
、
子
育
て
に

つ
い
て
の
相
談
や
情
報
提
供
・
助

言
な
ど
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

（
や
め
っ
こ
未
来
館
・
き
ら
き
ら
・

ピ
コ
ロ
・
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
）

◦
利
用
者
支
援
事
業

　

子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
の
施
設
や
、
地
域

の
子
育
て
支
援
な
ど
か
ら
必
要
な

支
援
を
選
択
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
情
報
の
提
供
や
相
談
・
援

助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
一
時
預
か
り
・
延
長
保
育
事
業

　

急
な
用
事
や
短
期
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
就
労
な
ど
、
一
時
的
に
家
庭

で
保
育
で
き
な
く
な
っ
た
乳
幼
児

に
対
し
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
に

お
い
て
一
時
預
か
り
や
延
長
保
育

を
行
い
ま
す
。

◦
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
（
小
学
生
）
を
対
象
に
、
放

課
後
や
土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間

を
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

場
を
提
供
し
ま
す
。

◦
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　
病
気
や
病
後
の
子
ど
も
を
保
護

者
が
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合

に
、
病
院
な
ど
に
附
帯
し
た
専
用

の
施
設
に
お
い
て
一
時
的
に
子
ど

も
（
生
後
３
か
月
～
小
学
４
年
生

ま
で
）
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

◎
こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も
、
従

来
か
ら
の
妊
婦
検
診
や
乳
児
家
庭

全
戸
訪
問
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

内閣府 子ども・子育て支援新制度 検索

【２号認定】【３号認定】

【１号認定】【２号認定】【３号認定】

【１号認定】

【３号認定】

※八女市内のすべての保育所がそのまま新制度へ
移行する予定です。

就労などのため家庭で保育できな
い保護者に代わって保育する施設

小学校以降の教育の基礎をつく
るための幼児期の教育を行う施設

※八女市内の１つの幼稚園がそのまま新制度へ移
行する予定です。

幼稚園と保育所の機能や特徴を
あわせ持ち、地域の子育て支援
も行う施設

※八女市内の４つの幼稚園が認定こども園へ移行
する予定です。

利用定員20人未満の施設で、家
庭で保育できない0 ～ 2歳児の
お子さんをお預かりする施設

小規模保育
少人数（定員6 ～19人）を対象に、家庭的な雰囲
気のもとできめ細かな保育を行います。
※八女市内では、２つの施設が移行を検討されて
います。
その他
少人数（定員5人以下）を対象に保育する家庭的
保育や、障害・疾患などで個別のケアが必要な場
合などに、保護者の自宅で1対1の保育を行う居宅
訪問型保育のほか、事業所の保育施設などで従業
員の子どもと地域の子どもを一緒に保育する事業
所内保育があります。

これまでの保育所・幼稚園に加えて、認定こども
園の普及と地域型保育の新設により、3歳未満児
の保育の場が増えます。

保育所を利用希望の人

幼稚園・認定こども園を利用希望の人（満３歳以上）

認定こども園・地域型保育を利用希望の人（満３歳未満）

※新制度全般に関する情報は、内閣府ホー
ムページへ
Thttp://www8.cao.go.jp/shoushi/
shinseido/index.html

子育て支援課こども保育係
（☎ 23・1351　N25・7093）

➡

施
設
の
見
学

市
町
村
に「
保
育
の
必
要
性
」の

認
定
を
申
請

※
４
の
申
込
も
同
時
に
で
き
ま
す

市
町
村
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
（
２
号・３
号
認
定
）

保
育
所
の
利
用
希
望
の
申
込
を

し
ま
す

（
入
所
申
込
書
を
市
へ
提
出
）

利
用
先
の
決
定

保
育
所
の
申
込
状
況
（
利
用
定

員
超
過
な
ど
）
に
よ
り
市
町
村

が
利
用
調
整
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

※
必
要
に
応
じ
て
、
利
用
可
能

な
保
育
所
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

２１ ３ ４ ５ ６

施
設
の
見
学

幼
稚
園
等
に
直
接
入
園
の
申
込

を
し
ま
す

幼
稚
園
等
か
ら
入
園
の
内
定
を

受
け
ま
す

（
利
用
定
員
超
過
な
ど
の
場
合
に

面
接
な
ど
に
よ
る
選
考
あ
り
）

幼
稚
園
等
を
通
じ
て
利
用
の
た

め
の
認
定
を
申
請
し
ま
す

利
用
先
の
決
定

幼
稚
園
等
を
通
じ
て
市
町
村
か

ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

（
１
号
・
２
号
認
定
）

２１ ３ ４ ５ ６

施
設
の
見
学

市
町
村
に
施
設
を
通
じ
て「
保
育

の
必
要
性
」の
認
定
を
申
請

※
４
の
申
込
も
同
時
に
で
き
ま
す

市
町
村
か
ら
、
施
設
を
通
じ
て

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

（
２
号
・
３
号
認
定
）

施
設
を
通
じ
て
利
用
希
望
の
申

込
を
し
ま
す

（
入
所
申
込
書
の
提
出
）

利
用
先
の
決
定

施
設
の
申
込
状
況
（
利
用
定
員

超
過
な
ど
）
に
よ
り
市
町
村
が
利

用
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
必
要
に
応
じ
て
、
利
用
可
能

な
保
育
所
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

２１ ３ ４ ５ ６

保育所
０～５さい

幼稚園
3 ～５さい

認定こども園
0 ～５さい

地域型保育
０～２さい

新制度での保育所などの施設利用の流れ（イメージ） 新制度で増える教育・保育の場

そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

クリック



学
生
時
代
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
八
女
の
人
々
。

常
々
、
八
女
市
の
“
人
〟
の
魅
力

に
惹
か
れ
て
、
八
女
で
暮
ら
し
な

が
ら
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
実
際
に
４
月
か
ら
従
事

で
き
、
京
都
等
で
の
ま
ち
づ
く
り

の
経
験
を
活
か
せ
る
素
晴
ら
し
い

機
会
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
本
は
、
八
女
福
島
の
町
並
み

（
伝
建
地
区
）
を
中
心
に
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
な

が
ら
、
企
画
立
案
や
デ
ー
タ
整
理

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
住
民
組
織
で
あ
る

「
八
女
福
島
町
並
み
保
存
会
」
の

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国

と
の
連
携
を
目
指
し
た
事
業
を
見

据
え
て
、住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政・

企
業
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
動
く
こ

と
で
、
各
々
が
自
律
・
自
立
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
が
で
き
る

仕
組
み
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

八
女
独
特
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
流
れ
の
中
で
、
日
ご
ろ
か
ら
面

白
い
こ
と
・
楽
し
い
こ
と
が
起
き

る
ま
ち
に
な
る
と
良
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
、
身
近

で
こ
ん
な
こ
と
や
る
よ
！
や
っ
た

よ
！
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
教
え

て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
遊
び

に
来
て
い
た
八
女
市
は
、

歴
史
あ
る
町
並
み
や
自
然
が
い
っ

ぱ
い
な
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
し

た
。
東
京
で
の
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
お
こ
し
な
ど
の
仕
事
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
と

し
て
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
、

八
女
市
の
魅
力
的
な
風
景
を
た

く
さ
ん
写
真
に
残
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
上

陽
に
行
こ
う
！
」
ペ
ー
ジ
に
よ
る

地
域
の
情
報
発
信
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
は
、魅
力
的
な
資
源（
自

然
・
人
・
農
作
物
な
ど
）
を
活
か

し
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
交
流
し
、

未
来
に
繋
が
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
と
お

話
し
、
八
女
市
・
上
陽
町
に
つ
い

て
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
陽
町
に
限
ら
ず
、
色
ん
な
と

こ
ろ
に
出
没
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ぜ
ひ
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
！

フェイスブック

八女市地域おこし協力隊！

「京都市から八
女福島の町家に
移住し活動して
います」

「カメラマンから転
身、東京から上陽
町に移住し活動し
ています」

京都・東京から八女市へ
vol.1

八女福島地区

上陽地区

We are

中島宏典さん

寺崎浩子さん

Shttps://ja-jp.
facebook.com/
joyoniikou
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「
空
き
家
バ
ン
ク
」の

対
象
エ
リ
ア
が
市
全

域
に
拡
大
し
ま
す
。

【空き家バンク制度とは…】
「空き家」を有効活用し、定住促進による地域活性化を図る制度として、
平成 23 年度にスタートした事業です。空き家バンクに「売りたい・貸し
たい空き家」を登録後、市のホームページ等で空き家情報を公開、市内
外の「空き家を買いたい・借りたい方」に提供しています。
これまでは、中山間地域（旧町村エリア）の空き家を登録対象としてい
ましたが、10 月1日から八女市全域の空き家の登録が可能です。

【制度の利用方法】
「空き家をお持ちの方」「空き家をお探しの方」いずれも事前登録が必要です。
「空き家をお探しの方」には八女市民も含まれます。（市内転居にも利用できます）

1 空き家登録の相談 
　空き家登録相談に応じます。
2 空き家の現地調査 
　建物や敷地の状態等を調査します。
3 物件登録 
　物件登録手続きを行います。
4 市のホームページ等で情報公開 
　ホームページ等で、物件の希望金額や設
備・間取り・写真等の情報を公開します。

❶ 空き家バンク利用の相談 
　空き家情報等に係る相談に応じます。
❷ 利用登録 
　利用登録手続きを行います。
❸ 物件の問い合わせ 
　物件の現地見学等に応じます。
❹ 契約交渉申込み 
　気に入った物件について、空き家の所
有者等と契約交渉を行います。

◦風通しや敷地の除草等、定期的に管理されて
いる空き家は比較的状態が良いため、情報公開
後の問い合わせも期待ができます。
◦家財が残っていたり、相続登記ができていな
いような空き家でも相談に応じます。まずは気
軽にお問い合わせください。
※傷みが著しい、関係者の同意が得られていな
い等の空き家は登録を見合わせる場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。

詳しくは、「八女市ホーム
ページ」⇒「八女市定住
促進サイト（空き家・分
譲地）」⇒「空き家情報」
をご覧ください。

移住定住相談専用ダイヤル
☎0943・24・8013（市長公室 企画政策係内）

ホームページをご覧ください

※空き家改修費補助金制度有り（最大 30 万円）
これまで 10 数組の方が空き家バンク制度を活用して移住・定住されました。

※空き家バンク事業に協力する不動産業者が仲介します。※法定仲介手数料が発生します。契約交渉

入　居

物件登録のポイント！

★受付時間＝平日9時～16時 30分
※お越しの際は必ず事前にお電話ください。

10月1日
から

空き家を
お持ちの方

（物件の登録）

空き家を
お探しの方

（利用の登録）

広報やめ　2014.10.19
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
私
が
教
職
員
と
し
て
働
き
始
め
た
頃
、

女
性
は
損
だ
な
と
思
う
事
が
多
々
あ
り
ま

し
た
。
当
時
は
女
性
が
お
茶
を
入
れ
る
の

は
当
た
り
前
。
仕
事
も
男
性
が
中
心
で
、

女
性
に
は
重
要
な
役
割
を
な
か
な
か
与
え

て
も
ら
え
な
い
な
ど
、
な
ん
と
な
く
女
性

の
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で

も
そ
の
根
っ
こ
の
部
分
に
は
女
性
に
対
す

る
差
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
学
習
を

積
み
重
ね
て
い
く
う
ち
に
思
い
当
っ
て
、
男

女
平
等
と
い
う
こ
と
を
教
育
活
動
の
核
に

取
り
入
れ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

い
つ
も
男
性
が
前
に
出
て
話
を
す
る
の
で

は
な
く
、
女
性
が
出
て
司
会
や
あ
い
さ
つ
、

話
等
を
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
目
の
前

に
あ
る
風
景
が
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。

「
あ
れ
？
い
つ
も
と
違
う
け
ど
、
こ
れ
も
あ

り
だ
よ
ね
」
と
。
そ
う
い
っ
た
日
常
の
風

景
の
中
に
、
男
女
平
等
を
感
じ
る
事
が
で

き
る
学
校
作
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
に
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
八
女
市

に
も
条
例
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い

う
機
運
が
あ
が
り
、
１
年
の
準
備
期
間
を

経
て
「
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
め
」
を
設

立
し
、
初
代
会
長
と
し
て
八
女
市
の
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
む
け
て
活
動
を

開
始
し
、
八
女
市
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
策
定
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
「
男
女
が
輝
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
め
」
と
い
う
名
称
に
変
わ
り
、
今
年
で

14
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
９
団
体
と

個
人
会
員
で
構
成
さ
れ
、
毎
年
５
月
に
総

会
を
行
っ
て
１
年
間
の
活
動
方
針
を
決
定

し
、
研
修
会
や
講
演
会
、
先
進
地
視
察
、

出
前
講
座
な
ど
、
会
員
相
互
の
交
流
と
学

習
、
啓
発
を
中
心
に
男
女
共
同
参
画
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
暮
ら
し
に
活
か
そ
う
と
い

う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
家
庭
や
地
域
社
会
の
中
で
刷

り
こ
ま
れ
て
き
た
固
定
的
役
割
分
担
意
識

は
思
っ
て
い
る
以
上
に
根
深
く
て
、
な
か
な

か
啓
発
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
の
が
大

き
な
課
題
で
す
。
社
会
情
勢
の
変
化
や
経

済
格
差
の
拡
大
に
伴
う
共
働
き
世
帯
の
増

加
に
よ
り
、
働
き
方
や
家
事
・
育
児
な
ど

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
体
を
見
直
し
て
い
く

時
期
に
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
こ

そ
男
女
共
同
参
画
の
視
点
は
す
ご
く
大
き

な
力
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
特
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
統
計

に
よ
る
と
、
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

上
位
か
ら
９
番
目
、
実
に
６
人
に
１
人
が

貧
困
の
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
児
童
相
談
所
の
虐
待
通
報
件
数
は
20

年
間
で
40
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
本
当
に

子
ど
も
が
生
き
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
保
護
者
の
経

済
的
格
差
や
困
窮
が
子
ど
も
に
向
か
っ
て

い
て
、
特
に
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
ど
も
の

貧
困
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
働
く
女

性
の
大
半
は
パ
ー
ト
や
非
正
規
雇
用
の
状

態
に
あ
り
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
と
直
結

し
て
い
ま
す
。
働
き
方
、
健
康
、
生
き
方

な
ど
に
係
わ
る
子
ど
も
の
貧
困
防
止
対
策

を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
も
今
年
か
ら
こ
の
問
題
を
活
動

の
核
に
お
い
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
市
民
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上

げ
て
自
分
た
ち
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く

か
、
ま
た
そ
れ
を
地
域
に
ど
う
広
げ
て
い

く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
を
未
来
の
八
女
市
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
保
障

す
る
た
め
に
、
今
後
も
関
わ
り
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
（
平
成
11
年
６
月
23
日
公
布
・
施
行
）
が
制
定
さ
れ

て
15
年
が
経
過
し
、そ
の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
（
平
成
22
年
度
実
施
）
で
は
、
依
然

と
し
て
職
場
に
お
け
る
男
女
の
待
遇
の
違
い
や
固
定
的
な
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意

識
を
感
じ
て
い
る
方
が
４
割
近
く
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
女
性
の
人
権
問
題
を
中
心
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
、「
男
女
が
輝
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
め
」
事
務
局
長
の
下し
も
か
わ川

京け
い

子こ

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

男
女
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て

女
性
の
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

条
例
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

女
性
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策

男女が輝くネットワークやめ
　事務局長下川京子さん

学習会の様子

男子厨房に入ろう～男の料理教室～



11 広報やめ　2014.10.111

1004

平成27 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

【地場産品発掘・ブランド化事業】
▽白木慶喜（奈良県生駒市）▽宗 克美（千葉県船橋市）
▽綾戸三千男（福岡県築上町）▽大渕登志介（神奈川県平塚市）
▽根本 明（神奈川県藤沢市）▽匿名５件

【未来を担う子どもの教育及び少子化対策事業】
▽玉川貴嗣（東京都江戸川区）▽今井恒正（東京都中野区）
▽山口尚美（東京都大田区）▽森戸将人（東京都世田谷区）
▽中島直樹（滋賀県大津市）▽堤 隆法（福岡県福岡市）
▽岩井通雄（埼玉県春日部市）▽田邊芳浩（愛知県安城市）
▽中村昌裕（滋賀県草津市）▽匿名 26 件

【観光振興・交流事業】
▽井上清司（大阪府茨木市）▽下坂浩二（千葉県市川市）
▽岩本重男（佐賀県佐賀市）▽匿名 6 件

【環境保全事業】
▽金澤貴之（東京都中野区）▽小林伸行（千葉県習志野市）
▽馬越雅治（広島県広島市）▽河瀬雅仁（愛知県あま市）
▽匿名13 件

【その他市長が必要と認める特定の事業】
▽土屋義勝（長野県伊那市）▽三輪智和（神奈川県川崎市）
▽光國宏志（埼玉県川越市）▽大西正毅（神奈川県横浜市）
▽武藤眞幸（千葉県船橋市）▽土屋安則（大阪府東大阪市）
▽内田勝義（神奈川県横浜市）▽小山 浩（東京都青梅市）
▽諸冨壽吉（福岡県須惠町）▽川上信一（東京都大田区）
▽森岡貴宏（兵庫県小野市）▽匿名15 件
⃝8 月末現在累計額＝３１６２万８９０４円

◦立花中学校へ　▽立花中学校 PTA ＝製氷機１台
◦福島小学校へ　▽牛島 幹（本町）＝金一封
◦市内各小中学校へ　▽福岡県市町村福祉協会＝図書カード

ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

寄附のお礼（敬称略）

八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
10
月
の
企
画
展
は

水
墨
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
水
墨
画
展
は
、
八
女
地
区
で
創
作
活

動
を
行
っ
て
い
る
八
女
文
化
連
盟
水
墨
部
の
有

志
が
、
今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「 

川 

」
を
題
材

と
し
た
作
品
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て

描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

色
彩
豊
か
な
作
品
か
ら
、
墨
の
濃
淡
と
筆
使

い
だ
け
で
表
現
さ
れ
た
作
品
ま
で
、
奥
深
く
味

わ
い
の
あ
る
水
墨
画
の
世
界
を
、
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

⃝

期
間
＝
９
月
30
日
㈫
～
11
月
16
日
㈰

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
　（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

水
墨
画
展

10月の
横町町家
交流館の
催し

　
今
か
ら
約
６
０
０
年
前
の
南
北
朝
時
代
、
南

朝
の
再
興
を
願
い
な
が
ら
矢
部
の
地
で
ご
逝
去

さ
れ
た
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
。
毎
年
親
王
の

命
日
に
当
た
る
10
月
８
日
に
御
墓
の
あ
る
大
杣

公
園
で
「
大
杣
公
園
祭
」
が
行
わ
れ
、
地
元
の

人
に
よ
る
公
卿
唄
や
浦
安
の
舞
等
が
奉
納
さ
れ

ま
す
。

　
会
場
は
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
当
日
は
矢
部

支
所
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
参
列
さ

れ
る
人
は
、
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
10
月
８
日
㈬
10
時
～

※
送
迎
バ
ス
は
８
時
30
分
か
ら
、
矢
部
支
所
と

大
杣
公
園
の
間
を
随
時
運
行
し
ま
す
。

⃝

会
場
＝
大
杣
公
園
（
矢
部
村
御
側
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
総
務
課
　

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

浦安の舞

大お
お

杣そ
ま

公こ
う

園え
ん

祭さ
い

作
品
名
　「
三
連
水
車
」

作
　
國
武
ア
イ
子
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滝
し
ぶ
き
睨
み
を
利
か
す
不
動
明

秋
近
し
嫁
の
電
話
の
京
な
ま
り

は
に
か
み
て
院
長
薔
薇
の
庭
自
慢

片
陰
の
な
き
バ
ス
停
や
ベ
ン
チ
欲
し

新
築
の
敷
地
夏
草
ま
だ
残
り

も
の
憂
げ
に
カ
ナ
カ
ナ
蝉
や
夕
間
暮
れ

揚
琴
の
澄
み
し
音
色
や
暑
気
払
ひ

穴
掘
れ
ど
角
の
崩
れ
ぬ
冷
奴

口
数
の
少
な
き
人
よ
吾わ
れ

亦も

紅こ
う

昭
和
と
は
遥
か
に
な
り
ぬ
終
戦
忌

夏
休
み
校
舎
の
窓
辺
糸へ
ち
ま瓜

咲
く

母
な
れ
ば
も
う
少
し
上
手
じ
ゃ
が
饅
頭

八
十
路
来
て
畑
仕
事
の
う
ま
く
な
り

夫
呼
べ
ば
犬
が
寄
り
来
る
夜
の
秋

松
延
み
さ
と

野
崎
通
世

牛
島
景
子

堤
多
鶴
子

田
中
サ
ト
リ

中
川
原
篤
子

松
﨑 

伸
子

吉
泉
　
守
峰

城
後
　
正
子

大
坪
　
清
香

中
村
　
境
子

荒
川
ミ
ヤ
子

倉
ノ
下
和
代

大
坪
　
延
子

八
女
紫
苑
句
会

上
陽
町
　
陽
泉
俳
句
会

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
右
の
と
お
り
市
長

へ
の
は
が
き
の
様
式
を
一
部
変
更
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
投
稿
い
た
だ
い
た
人
の
個
人
情

報
保
護
の
観
点
に
よ
り
、「
１
」「
２
」 

に
つ
い

て
投
稿
者
ご
自
身
に
記
入
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

掲
載
可
ま
た
は
公
開
可
に
〇
を
つ
け
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
も
、
投
稿
者
等
個
人
が
特

定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
個
人
情
報
に
は

十
分
注
意
し
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
公
開
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
情
報

公
開
し
ま
す
。
〇
の
ご
記
入
が
な
い
場
合
は

掲
載
不
可
・
公
開
不
可
と
判
断
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る

も
の

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

声

　
文
芸
評
論
家
で
文
化
勲
章
受
章
者
・

山
本
健
吉
の
資
料
を
紹
介
す
る
「
山
本

健
吉 

夢
中
落
花
文
庫
」
は
、
資
料
整
理

の
目
的
で
平
成
26
年
3
月
か
ら
休
館
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
10
月
10
日
㈮

「
山
本
健
吉
資
料
室
」
と
し
て
名
称
を
変

更
し
、
八
女
市
立
図
書
館
2
階
に
移
転

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

⃝

名
称
＝
山
本
健
吉
資
料
室

⃝

所
在
地
＝
八
女
市
立
図
書
館
２
階（
八

女
市
本
町
５
３
６
番
地
３
）　

⃝

開
館
時
間
＝
10
時 

～ 

18
時

⃝

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
・
毎
月
最
終
金

曜
日
・
年
末
年
始
・
蔵
書
点
検
期
間

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
（
☎
２
３
・
１

９
８
２
）

　

文
芸
評
論
家
。
文
芸
評
論
家
石
橋
忍

月
（
黒
木
町
出
身
）
の
三
男
と
し
て
長
崎

市
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
30
年
『
芭
蕉
』
で

新
潮
社
文
学
賞
受
賞
。
翌
31
年
『
古
典

と
現
代
文
学
』
で
読
売
文
学
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
批
評
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
。

そ
の
後
も
古
典
文
学
に
関
す
る
す
ぐ
れ
た

評
論
を
発
表
し
、
昭
和
47
年
日
本
文
芸

家
協
会
理
事
長
に
就
任
。
昭
和
58
年
文

化
勲
章
を
受
章
。
昭
和
63
年
5
月
7
日
、

81
歳
で
死
去
。
墓
は
浄
土
宗
若
泰
山
光
明

寺
無
量
寿
院
（
八
女
市
本
町
）
に
あ
る
。

山本 健吉
やまもと けんきち

（1907 ～ 1988） 

「
山
本
健
吉 

夢
中
落
花
文
庫
」
を
名
称
変
更
し

「
山
本
健
吉
資
料
室
」と
し
て
移
転
オ
ー
プ
ン

花をプロディースして
八女市の活性化を

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 26.10）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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★
八
女
市
立
図
書
館
本
館

ロ
ビ
ー

◦
期
間
＝
10
月
18
日
㈯
～

　
10
月
26
日
㈰

★
黒
木
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ふ
じ
の
里
」
ロ
ビ
ー

◦
期
間
＝
10
月
29
日
㈬
～

　
11
月
13
日
㈭

※
両
会
場
で
期
間
を
分
け

て
同
じ
作
品
を
飾
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

10月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

図書館の休館日
10月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

✿10月の館内整理日は31日㈮

幼児～小学生の皆さん対象です♪
10月のよみきかせ

10月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象で
す♪
♥本館＝18日㈯11時～
　　　　2階研修室
♥黒木分館＝23日㈭10時30分～
　　　　　  おはなしコーナー

第
８
回
読
書
感
想
画
入
賞
作
品
展

♥本館＝4日、11日、18日、25日
　　　  おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝11日㈯10時30分～
　　　　　 おはなしコーナー

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
6 ㈪ ,13 ㈷ ,20 ㈪ ,27 ㈪ ,31 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
6 ㈪ ,20 ㈪ ,27 ㈪ ,31 ㈮

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

7 ㈫ ,13 ㈷ ,14 ㈫ ,21 ㈫ ,28 ㈫ ,31 ㈮

募集
★期日＝11月15日㈯・11月29日㈯
★時間＝10時～12時
★会場＝黒木開発センター保健相談室
★募集定員＝15人　
　※2日間とも参加できる人
★募集期間＝10月15日㈬～　※先着順
★材料費＝実費
★持ってくるもの＝裁縫道具・筆記用具
★問い合わせ＝八女市立図書館黒木分館
（☎４２・０４００）

あたたかくてかわいらしい布の絵本を
一緒に作りませんか？初心者の皆さん
も大歓迎です。

わくわく♪
布の絵本講座

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

八や

女め

華は
な・花は
な

企き

画か
く  

國
武
玲れ

い

子こ

さ
ん（
本
）／
齋
藤
洋ひ

ろ

成の
り

さ
ん（
忠
見
）

國武玲子さん（左）
「当日は地元の花を中心に使った、ア
レンジやブーケを楽しんでください」
齋藤洋成さん（右）

「父の後を継ぎダリアの生産を始めて
6年目。ダリアの魅力はカラーバリエー
ションの豊富さと品種が多いこと。イ
ベントに向け花を育てています」

69

　
福
岡
県
一
の
花
の
生
産
量
を
誇
る
八

女
市
。
菊
農
家
の
國
武
玲
子
さ
ん
、
ダ

リ
ア
農
家
の
齋
藤
洋
成
さ
ん
た
ち
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
を
習
う
仲
間
で
、

『
八
女
華
・
花
企
画
』を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。「
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、花
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
栽
培
す
る
だ

け
で
は
な
く
、花
の
二
次
産
業
と
し
て
い

ろ
ん
な
企
画
を
提
案
で
き
な
い
か
」と
の

思
い
で
、11
月
24
日
㈷
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
の
先
生
か

ら
、手
入
れ
の
仕
方
に
よ
っ
て
花
の
持
ち

が
全
然
違
う
こ
と
や
、
多
彩
な
表
現
の

仕
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
消
費
者

側
に
な
ら
な
い
と
見
え
て
こ
な
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
八
女
に
は
多
種

多
様
の
花
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
け
方
や
管
理
の
仕
方
な
ど
を
理
解
し

生
産
・
出
荷
す
る
こ
と
で
、花
業
会
は
さ

ら
に
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
11
月
24
日
は『
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
』と
題
し
て
、生
演
奏
と
と
も

に
、そ
の
場
で
花
を
生
け
る
フ
ラ
ワ
ー
ラ

イ
ブ
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ブ
ー
ケ
の
提
案
な

ど
花
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」と
國
武
さ
ん
。

　
八
女
市
で
唯
一
ダ
リ
ア
を
生
産
す
る

齋
藤
さ
ん
は
、同
企
画
で
た
だ
一
人
の
男

性
と
し
て
奮
闘
中
で
す
。

「
最
初
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
を
習
う
こ
と

に
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
学
ぶ
こ
と

が
多
く
て
勉
強
に
な
り
ま
す
。イ
ベ
ン
ト

は
、来
て
い
た
だ
く
人
も
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
も
楽
し
み
た
い
で
す
。
花
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
、花
の
ま
ち
八
女
の

ピ
ー
ア
ー
ル
に
も
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

花をプロディースして
八女市の活性化を

【クリスマスファンタジー】
◦日時＝11月24日㈷12時開場、12時30分開
演◦場所＝おりなす八女はちひめホール◦
チケット＝有料（おりなすで販売）◦内容＝
★クリスマス音楽ライブ（Good Coming／
ハープ・尾崎れんげ＆ピアノ・熊谷泰子）、
八女華・花企画によるフラワーライブ、ウエ
ディングショーなど★クリスマスマルシェ
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集まった地区の人たちにもちがまかれました

水路を見学する参加者

琴の演奏が行われました

そばを打つ八女ＷＡＣ研究会の皆さん

そばを使った料理が並びました

月
足
区
で
「
も
ち
ま
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
作
物
の
産
地
化
に
つ
な
げ
た
い

中
秋
の
名
月
を
楽
し
む

水
が
流
れ
な
い
水
路
を

会
員
で
歩
く

平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
で
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
月
足
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
上
棟

式
が
８
月
31
日
㈰
行
わ
れ
、
併
せ

て
「
も
ち
ま
き
」
が
あ
り
ま
し
た
。

前
日
か
ら
自
治
会
女
性
部
の
協

力
で
千
個
の
餅
が
準
備
さ
れ
、
当

日
は
集
ま
っ
た
約
50
人
の
区
民
に

ま
か
れ
ま
し
た
。
月
足
建
設
委
員

長
は
「
建
設
す
る
段
階
で
も
、
も

ち
ま
き
を
通
し
て
区
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
図
ら
れ
た
」
と
話
し
、

来
年
１
月
の
完
成
を
区
民
と
共
に

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

河
川
浄
化
市
民
会
議
で
は
、
水

が
流
れ
な
い
水
路
の
一
つ
を
モ
デ
ル

に
選
び
、
会
員
全
員
で
歩
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
９
月
２
日
㈫
、
日

の
出
町
の
諸
冨
林
産
興
業
広
場
に

集
合
し
、
黒
岩
病
院
北
側
の
水
路
、

A
コ
ー
プ
北
の
堰
、
グ
ッ
デ
ー
南

水
路
の
流
れ
分
か
れ
、
唐
人
町
川

取
水
口
、
土
橋
八
幡
宮
横
川
の
東

交
差
点
か
ら
下
流
の
水
路
の
状
況

を
見
な
が
ら
現
場
を
歩
い
て
各
自

体
験
し
ま
し
た
。

河
川
浄
化
市
民
会
議
（
小
川
）

女
性
農
業
者
の
活
動
支
援
を
目

的
に
し
た
農
産
加
工
品
モ
デ
ル
事

業
を
活
用
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ「
八

女
Ｗ
Ａ
Ｃ
研
究
会
」（
樋
口
昌
子
代

表
・
会
員
５
人
）
に
よ
る
手
打
ち

ざ
る
そ
ば
の
試
食
会
が
９
月
12
日

㈮
、
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
今
年
「
耕
作
放
棄
地
を

活
用
し
た
そ
ば
の
栽
培
、
加
工
、

販
売
へ
の
調
査
研
究
」
を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
材
料
の
春

そ
ば
は
、
豊
福
の
耕
作
放
棄
地
で

栽
培
、
６
月
初
め
に
収
穫
し
ま
し

た
。
試
食
会
に
は
こ
の
そ
ば
を
使

い
会
員
自
ら
打
っ
た
ざ
る
そ
ば
の

ほ
か
、
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
、
そ
ば

団
子
の
３
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並

び
ま
し
た
。

樋
口
代
表
は
「
耕
作
放
棄
地
を

ど
う
に
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
か
な
か

難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
作
物
の

産
地
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
…
。

秋
そ
ば
も
今
度
収
穫
す
る
予
定

で
、
年
越
し
そ
ば
な
ど
に
し
よ
う

と
今
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
５
人

の
八
女
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う

思
い
は
一
緒
で
す
。
試
食
会
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
さ
ら
に

研
究
に
努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

中
秋
の
名
月
の
９
月
８
日
㈪
、

黒
木
町
の
学
び
の
館
で
黒
木
文
化

連
盟
に
よ
る
観
月
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

敷
地
内
の
県
指
定
有
形
文
化
財

の
旧
隈
本
邸
住
宅
内
で
は
、
琴
と

尺
八
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
茶
席
も
用
意
さ
れ
、
お
茶

を
楽
し
ん
だ
り
、
演
奏
を
聴
い
た

り
し
て
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
８
時
過
ぎ
、

山
影
か
ら
澄
み
切
っ
た
空
に
ま
る
い

月
が
顔
を
出
し
、
辺
り
を
ほ
の
か

に
照
ら
す
と
、
訪
れ
た
人
は
う
っ
と

り
と
月
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
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24
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球

を
救
う
」
の
草
の
根
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
募
金
活

動
を
８
月
31
日
㈰
、
八
女
市

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が
行

い
ま
し
た
。

Ａ
コ
ー
プ
八
女
店
と
ア
ス
タ

ラ
ビ
ス
タ
黒
木
店
の
２
か
所
で

募
金
活
動
を
行
い「
暑
い
け
ど
、

頑
張
っ
て
ね
」
な
ど
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
募
金
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
は
「
こ
の
募
金
を
災

害
で
被
災
し
た
人
々
の
た
め
に

使
っ
て
ほ
し
い
」、「
募
金
を
し

て
い
た
だ
い
た
人
々
に
感
謝
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

富士山頂に立った子どもたち

庁舎内に飾られたハート型のアレンジメント

募金を呼びかけるジュニアリーダー

そばを打つ八女ＷＡＣ研究会の皆さん

ハ
ー
ト
の
菊
が
お
出
迎
え

「
愛
は
地
球
を
救
う
」
募
金
活
動
　

日
本
の
て
っ
ぺ
ん
に
立
ち
ま
し
た

八
女
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー
に
、
ハ
ー
ト

を
か
た
ど
っ
た
菊
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
飾

ら
れ
て
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
９
月
９
日
㈫
の
重
陽
の

節
句
（
菊
の
節
句
）
に
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
電
照
菊
部

会
と
同
菊
部
会
・

プ
リ
ン
セ
ス
マ
ム

部
会
が
Ｊ
Ｒ
博
多

駅
で
菊
の
花
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

っ
た
際
に
使
用
し

た
も
の
で
、
白
菊

「
精
の
一
世
」
が

約
４
０
０
本
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

富
士
山
に
登
り
、
そ
の
美
し
さ
、

雄
大
さ
、
厳
し
さ
を
体
験
す
る
八

女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
「
世
界

文
化
遺
産 

富
士
登
山
」
が
８
月
19

日
㈫
～
21
日
㈭
に
開
催
さ
れ
、
八

女
市
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
午
後
４
時
に
富
士
山

五
合
目
を
ス
タ
ー
ト
し
、
七
合
目
の

山
小
屋
に
宿
泊
、
２
日
目
は
登
頂

し
て
下
り
の
八
合
目
山
小
屋
で
宿

泊
、
３
日
目
に
五
合
目
に
帰
っ
て
く

る
行
程
で
登
山
し
ま
し
た
。
３
日
間

と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し

い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
登
山
に
な

り
、
朝
は
地
平
線
か
ら
登
っ
て
く
る

日
の
出
（
ご
来
光
）
を
２
回
も
見

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
大
自
然
の
美
し
さ
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。
登
山
の
途
中
、
頭
痛

や
吐
き
気
な
ど
の
高
山
病
の
症
状

で
下
山
す
る
子
が
出
ま
し
た
が
、
参

加
者
同
士
で
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
登

り
、
日
本
の
て
っ
ぺ
ん
に
立
っ
た
爽

快
感
と
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

〈
高
校
・
一
般
の
部
〉

高
校
男
子
の
部　

優
勝　
久
留
米
商
業
高
等
学
校
Ａ

２
位　
純
真
高
等
学
校　

３
位　

八
女
高
等
学
校
Ａ
・
東
九
州

龍
谷
高
等
学
校
Ａ

高
校
女
子
の
部　

優
勝　
久
留
米
商
業
高
等
学
校
Ａ

２
位　
純
真
高
等
学
校
Ａ　

３
位　

八
女
高
等
学
校
Ａ
・
純
真
高

等
学
校
Ｂ

一
般
男
子
の
部　

優
勝　

三
菱
ふ
そ
う　

２
位　

黒
木

町
剣
友
会　

３
位　

北
天
館
Ａ
・
三

潴
地
域
剣
道
連
盟

一
般
女
子
の
部　

優
勝　

八
女
市
剣
友
会
Ａ　

２
位　

日
田
市
剣
道
連
盟　

３
位　

福
岡
ト

ヨ
ペッ
ト
・
㈱
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

〈
小
・
中
学
生
の
部
〉

小
学
生
の
部

優
勝　
下
妻
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
位　
東
野
少
年
剣
道
教
室
Ａ　

３
位　

東
野
少
年
剣
道
教
室
Ｂ
・
高

武
館
Ｂ

中
学
生
の
部

優
勝　
上
陽
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

２
位　

古
賀
中
学
校　

３
位　

上
陽

町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｂ
・
東
山
中
学
校

（
敬
称
略
）

〈
団
体
戦
〉

小
学
生
の
部　

優
勝　
黒
木
道
場
（
黒
木
町
）

２
位　

木
佐
木
少
年
剣
道
会
Ａ
（
大

木
町
）

〈
個
人
戦
〉

小
学
３
年
生
以
下

優
勝　
與
田 

煌
（
大
溝
少
剣
）

２
位　
仁
田
原
楓
美
（
木
屋
道
場
）

小
学
４
年
生

優
勝　
佐
野 

楓
（
隆
将
館
）　

２
位　
岡
崎
弘
樹
（
木
佐
木
少
剣
）

小
学
５
年
生

優
勝　
北
島
成
実
（
大
溝
少
剣
）

２
位　
小
森
瑛
翔
（
黒
木
道
場
）

小
学
６
年
生

優
勝　
熊
本
涼
人
（
木
佐
木
少
剣
）

２
位　
佐
藤
洋
伸
（
黒
木
道
場
）

中
学
生
男
子

優
勝　
鍋
田 

蒼
（
木
屋
道
場
）　

２
位　
森 

崇
秀
（
同
）

中
学
生
女
子

優
勝　
池
田
琴
音
（
木
佐
木
少
剣
）

２
位　
中
村
朋
世
（
大
溝
少
剣
）

ＳＰＯＲＴＳ

第
50
回
筑
後
地
区
親
善
剣

道
大
会

　
　

期
日　

７
月
13
日
㈰
・
27
日
㈰

　
　

会
場　

上
陽
北
汭
学
園
体
育
館

第
49
回
矢
部
川
源
流
少
年

剣
道
大
会

　
　
　
　

  　

 

期
日　

８
月
30
日
㈯

　
　
　
　

  　

 

会
場　

矢
部
体
育
館

広報やめ　2014.10.115



16　2014.10.1　広報やめ

地震が発生した時、被害を最小限に抑えるには、
日ごろからいざという時のための準備が大切です。

1身の安全の備え
▷ケガの防止や避難経路確保のため、家

具類の転倒、落下等の防止対策をしておきま
しょう。また、ガラスの飛散防止措置もケガの
防止につながります。
▷家屋や塀の耐震診断を受け、必要な補強をし
ましょう。
2初動対応の備え
▷地震による火災発生に備え、消火器具等を準
備しましょう。
▷火災の早期発見のために住宅用火災警報器
を設置しましょう。
▷避難に備え非常用品を準備しましょう。
3確かな行動の備え
▷家族が離れ離れになってしまった時の安否確
認方法と集合場所を決めておきましょう。
▷防災マップ等で地域の危険箇所を把握してお
きましょう。
▷いざという時に行動できるように防災知識と
行動力を身に付けましょう。

　
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
で

快
適
な
生
活
が
お
く
れ
る
だ
け
で
な

く
、
き
れ
い
な
水
で
美
し
く
豊
か
な

自
然
を
守
り
ま
す
。

▽
生
活
排
水
の
汚
れ
が
10
分
の
１
に

減
り
ま
す
。 

▽
き
れ
い
な
水
な
の
で
、
安
心
し
て

流
せ
ま
す
。 

▽
水
洗
化
に
よ
り
快
適
な
生
活
が

で
き
ま
す
。 

▽
設
置
費
用
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

【
補
助
要
件
】

▽
浄
化
槽
の
設
置
者
（
以
下
「
設

置
者
」）
が
居
住
の
用
に
供
す
る
専

用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
に
設
置

さ
れ
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と
。

▽
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に

供
す
る
建
物
で
あ
る
こ
と
。

▽
設
置
者
ま
た
は
そ
の
同
居
親
族

に
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

▽
補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
遅
く

と
も
着
工
予
定
日
の
７
日
前
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成

27
年
３
月
末
ま
で
に
完
成
予
定
分

は
、
１
月
10
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
補
助
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
行
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置

で
す
。
微
生
物
が
活
動
し
や
す
い
環

境
を
保
つ
よ
う
に
維
持
管
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
に

分
か
れ
ま
す
が
、
浄
化
槽
法
で
そ
れ

ぞ
れ
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

浄
化
槽
で 

生
ま
れ
変
わ
る
水

生
ま
れ
変
わ
る
町

毎
年
10
月
１
日
は｢

浄
化
槽
の
日｣

で
す
。

浄化槽補助限度額

10人槽 548,000円

7人槽 414,000円

5人槽 332,000円

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す

浄
化
槽
の
利
点

※
平
成
26
年
度
「
浄
化
槽
の
日
」

標
語
最
優
秀
賞

避難情報に注意しましょう
八女市内に危険が及ぶ恐れのある気象情報等が

発表されると、防災ラジオ等を通じて皆さんに避
難に関する情報をお知らせします。発表する避難
情報は次のとおりです。防災ラジオは必ず電源を
入れておきましょう。

避難情報の種類 発令時の状況 発令されたらこんな行動を

避難準備情報

◦人的被害が発生する恐
れが高まった段階。
◦避難に時間がかかる人

（避難行動要支援者）は、
避難を始める必要があり
ます。

◦高齢者・病人・障害者
の人など避難に時間のか
かる人は、支援者と一緒
に指定された避難所への
避難を開始してください。
◦それ以外の人は避難の
準備を開始してください。

避難勧告

◦人的被害が発生する恐れ
がさらに高まった段階。
◦通常の避難行動をとれる
人も避難を始めなければな
りません。

◦指定された避難所や安
全な場所へ避難を開始し
てください。

避難指示

◦災害の前兆現象が発生
したり、切迫した状況から
人的被害の発生が非常に高
まった段階、または人的被
害が実際に発生した段階。
◦ただちに避難を完了しな
ければなりません。

◦避難中の人は、確実に
避難を完了してください。
◦避難がまだの場合は直
ちに避難を始め、時間の
余裕がないときは、命を
守る最低限の行動をとっ
てください。

地震に対す
る備え
八女消防本部（☎ 24・0119）
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◦
手
続
き
に
つ
い
て

該
当
す
る
人
は
、
市
民
課
公
費
医
療
係
、

黒
木
総
合
支
所
お
よ
び
立
花
・
上
陽
・

矢
部
・
星
野
各
支
所
の
市
民
生
活
福
祉

課
に
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

◦
持
参
す
る
も
の

《
重
度
障
害
者
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会

保
険
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
等
）

②
印
鑑

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

④
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
人
は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
の
所
得
証
明
書（
平
成
26
年
度
）。

ま
た
、
同
じ
世
帯
に
平
成
26
年
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
人
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
人
の
所
得
証
明
書
（
平
成
26
年
度
）

《
乳
幼
児
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会

保
険
証
等
）

②
印
鑑

③
児
童
が
３
歳
以
上
で
平
成
26
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
保
護
者

の
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

の
所
得
証
明
書
（
平
成
26
年
度
）

《
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会

保
険
証
等
）

②
印
鑑

③
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
遺
族
、

障
害
、
老
齢
年
金
証
書
（
受
給
者
の
み
）

④
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
人
は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
の
所
得
証
明
書
（
平
成
26
年

度
）。
ま
た
、
同
じ
世
帯
に
平
成
26
年
１

月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
が
い
る
場

合
は
、
そ
の
人
の
所
得
証
明
書
（
平
成

26
年
度
）

※
カ
ー
ド
式
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
で

扶
養
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
被
保
険

者
本
人
分
と
被
扶
養
者
（
医
療
証
受
給

者
）
分
の
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
重
度
障
害
者
医
療
証
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
平
成

26
年
10
月
１
日
以
降
も
該
当
す
る
人
に

つ
い
て
は
、
新
し
い
医
療
証
を
郵
便
で

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

制度名 乳幼児医療費支給制度 重度障害者医療費支給制度 ひとり親家庭等医療費支給制度

対象者

小学校就学前までの
児童（6歳に達する日
以後の最初の3月31日
までの間にあるもの）

身体障害者＝身体障害者手帳1級・2級
知的障害者＝IQ35以下（療育手帳Ａ）
重複障害者＝身体障害者手帳3級かつIQ36 ～ 50以下
精神障害者＝精神障害者保健福祉手帳１級　　
※65歳以上の人は、後期高齢者医療制度の被保険者
に限る

18歳に達する日以後の年度末ま
での間にある児童を監護している 
◦母子家庭の母と児童
◦父子家庭の父と児童
◦父母のない児童
◦準母子家庭および準父子家庭

所得制限 なし あり あり

本人
負担額

なし

入院外〔通　院〕  500円/月（限度） 
入　院〔一　般〕  500円/日（月20日限度） 
　　　 〔低所得〕  300円/日（月20日限度） 
※いずれも１医療機関ごと、薬局は無料
※精神障害者の精神病棟への入院に係る費用は助成
の対象外

入院外（通院）＝800円/月（限度）
入　院＝500円/日（月7日限度） 
※いずれも１医療機関ごと、薬局は
無料

※生活保護受給者は対象者から除きます。
※入院時の食事代・居住費等の本人負担および医療保険の適用を受けない費用については本人負担になります。

重
度
障
害
者
、
乳
幼
児
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
証
は
お
持
ち
で
す
か
？

八
女
市
で
は
、
健
康
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
重
度
障
害
者
、
乳
幼
児
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
医
療

証
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　小学生・中学生は、入院時の医療費に
かかる自己負担額を無料としています（平
成24年４月から）。ただし、医療証は交付
しませんので、医療機関で医療費を一度
支払った後に、市へ申請をしてください。
手続きには必要な書類がありますので、
詳しくはお問い合わせください。
◦問い合わせ＝市民課公費医療係
( ☎２３・１１１７)

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予
防
お
よ
び

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
に
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
受
診

期
限
は
平
成
27
年
３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
人
は
、
実
施
医
療
機
関
等
で

お
早
め
に
ご
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
受
診
票

と
一
緒
に
一
覧
表
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

受
診
の
と
き
は
、「
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）」
と
広
域
連
合
が
郵
送
し
た
「
受
診
票
」、

自
己
負
担
金
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。
受
診

票
が
見
あ
た
ら
な
い
場
合
は
再
発
行
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
）

で
治
療
中
の
人
は
受
診
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１
）

年に一度は健康診査を受けましょう！！ 「こども医療費支給制度」
をご存じですか？

後期高齢者
医療制度

被保険者の
皆さん



　
内
に
存
在
す
る
木
造
戸
建
て
住
宅
を
市
内
の
施

工
業
者
に
よ
っ
て
、
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ
る

場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦
資
格
＝
申
込
現
在
で
市
内
に
あ
る
住
宅
の
所
有
者
、

ま
た
は
居
住
し
て
い
る
人
（
居
住
予
定
者
も
含
む
）
な

ど
の
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◦
補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は
工
事
に
着
手
し

た
も
の
等

◦
補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の
施
工
業
者
が
行
う
補
助
対

象
住
宅
が
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
建
物
の
上
部
構
造

評
点
が
１
未
満
で
あ
る
木
造
戸
建
て
住
宅
を
１
以
上
に

な
る
よ
う
補
強
す
る
工
事
で
、
申
込
み
の
年
度
内
（
２

月
末
）
に
終
わ
る
耐
震
改
修
工
事
※
補
助
の
交
付
決

定
前
に
着
工
し
て
い
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦
補
助
金
額
＝
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
（
消
費

税
別
）
の
４
割
に
相
当
す
る
金
額
（
上
限
60
万
円
で
、

千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◦
耐
震
改
修
工
事
の
例
＝
筋
交
い
金
具
等
に
よ
る
補

強
。
耐
震
壁
の
増
設
、
基
礎
の
増
設
等

◦
受
付
期
間
＝
10
月
１
日
～

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
時
点

で
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課
・
住
宅
係

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

黒
木
総
合
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

上
陽
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

星
野
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　
州
北
部
豪
雨
災
害
に
よ
る
災
害

家
屋
廃
棄
物
解
体
補
助
制
度
の

対
象
期
間
は
、
平
成
27
年
３
月
末
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
解
体
処
理

を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
①
り
災
家
屋
物
件
の
所
有
者

で
あ
り
、
そ
の
家
屋
を
解
体
処
理
す
る

人
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
、
そ
の
人
が
解
体
処
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
経
費
を
負

担
し
た
人
。

②
市
が
発
行
し
た
り
災
証
明
書
の
家
屋

の
状
況
が
、全
壊
、流
失
、大
規
模
半
壊
、

半
壊
、
床
上
浸
水
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ

と
。

◦
申
請
方
法
＝
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
と
と
も
に
次

の
と
こ
ろ
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
類
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
社
会
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）
▽
立
花
支
所
市

民
生
活
福
祉
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５

４
・
２
２
１
８
）
▽
矢
部
支
所
市
民
生

活
福
祉
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽

星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
２
・

３
１
１
３
）

※
申
請
書
類
な
ど
は
、
各
提
出
先
窓
口

に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
女
市
で
は
、
上
水
道
事
業
お
よ

び
簡
易
水
道
事
業
、
簡
易
給
水

施
設
に
よ
り
、
安
心
で
安
定
し
た
水
道

水
の
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
立
地
条

件
等
に
よ
り
供
給
が
行
わ
れ
て
い
な
い

区
域
（
給
水
計
画
区
域
外
）
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
計
画
区
域
以
外
に
お
住
ま
い
の

人
を
対
象
に
、
清
浄
な
水
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
交
付
対
象
と
な
る
飲
料
水
改
善
事

業
は
、
工
事
等
に
要
す
る
費
用
が
10
万

円
を
超
え
る
も
の
で
、
次
の
３
項
目
に
な

り
ま
す
。

①
３
戸
以
上
１
０
０
人
以
下
で
共
同
で

設
置
し
て
い
る
飲
料
水
供
給
施
設
の
新

設
お
よ
び
改
善

②
個
人
で
行
う
井
戸
の
掘
削
工
事
な
ら

び
に
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
の
新
設
お
よ
び
改

善③
水
質
悪
化
を
改
善
す
る
た
め
に
設
置

す
る
浄
水
器

※
詳
し
い
対
象
区
域
や
、
申
請
手
続
き

の
方
法
な
ど
は
、次
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
上
下
水
道
局
上
水

道
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
４
９
）

▽
黒
木
総
合
支
所
建
設
課
上
下
水
道
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
８
）　
▽
上
陽
支
所

建
設
経
済
課
建
設
管
理
係
（
☎
５
４
・

２
２
１
９
）　
▽
立
花
支
所
建
設
経
済
課

建
設
管
理
係
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）　

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
建
設
管
理
係

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）　
▽
星
野
支
所
建

設
経
済
課
建
設
管
理
係
（
☎
５
２
・
３

１
１
４
）

　
工
場
、
店
舗
な
ど
に
あ
る
古

い
電
気
機
器
（
昭
和
47
年
ご
ろ

ま
で
に
製
造
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
、

コ
ン
デ
ン
サ
、
業
務
用
蛍
光
灯
の

安
定
器
な
ど
）
に
は
、
環
境
と

人
体
に
極
め
て
有
害
な
Ｐ
Ｃ
Ｂ

が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
事
業
者
の
皆
様
、
念
の

た
め
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
有
す
る
機
器
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
、
南
筑
後
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
人

体
に
対
し
極
め
て
有
害
で
す
の

で
、
決
し
て
機
器
の
分
解
や
解

体
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
日
本
環
境
安
全
事
業(

Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
北
九
州
事
業
所
に
お

け
る
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
理
期
限
＝

▽
高
圧
ト
ラ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ン
サ

等･･･

平
成
31
年
３
月
ま
で

▽
安
定
器
等
・
汚
染
物･･･

平

成
34
年
３
月
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
２
・

６
９
６
４
）

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w.pref.fukuoka.lg.jp/c03/
pcbnokakunin.htm

l

）

木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
改

修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

九州北部豪雨災害による被災家屋の
解体処理を予定されている皆様へ

給水計画区域外にお住まいの人へ
飲料水改善経費を補助します

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
機
器
が

残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

市

八九

18　2014.10.1　広報やめ



◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

　
今
年
で
９
回
目
を
迎
え
る
八
女

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
障
が
い
者
支

援
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
音
楽
祭
＆
福
祉

バ
ザ
ー
」。
福
岡
市
の
知
的
障
が
い

者
バ
ン
ド
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
」
ピ
ア

ノ
奏
者
「
掛
屋
剛
志
」
さ
ん
を
迎

え
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
と
の
音
楽
祭
、

障
が
い
者
施
設
等
に
よ
る
手
作
り

の
手
芸
品
、
農
産
物
の
販
売
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
26
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
・
八
女

公
園

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
３
３
１
３
）

　「
一
生
事
務
職
だ
と
思
っ
て
い
た

私
が
自
分
の
サ
ロ
ン
を
始
め
る
こ
と

に
な
っ
た
い
き
さ
つ
は
」
と
題
し
、

小
嶋
亜
紀
さ
ん
（
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
サ
ロ
ン
＆
ス
ク
ー
ル
）
を
講
師
に

開
催
。
入
場
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
10
月
16
日
㈭
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　
10
月
の
健
康
ウ
オ
ー
ク
は
、
久

留
米
で
行
わ
れ
る
ム
ー
ン
ス
タ
ー
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

加
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
18
日
㈯
８
時
八
女

伝
統
工
芸
館
集
合
、
乗
り
合
わ
せ

で
ム
ー
ン
ス
タ
ー
本
社
前
ま
で

好
家
に
よ
る
野
外
ラ
イ
ブ
。
バ
ザ
ー

や
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
抽
選
会
等
も

あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
13
日
㈷
９
時
30
分

～
17
時

◦
場
所
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ（
雨

天
時
は
旧
白
木
小
学
校
体
育
館
）

◦
入
場
料
＝
２
０
０
０
円
（
１
ド
リ

ン
ク
付
き
、
小
学
生
以
下
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

　
往
路
・
土
橋
八
幡
宮
か
ら
稲
富

の
お
旅
所
へ
、
復
路
・
稲
富
の
お
旅

所
か
ら
土
橋
八
幡
宮
へ
と
、
神
輿
・

神
楽
隊
・
獅
子
舞
な
ど
が
福
島
の

町
中
を
練
り
歩
き
ま
す
。
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財

◦
日
時
＝
▽
往
路
10
月
17
日
㈮
15

時
～
▽
復
路
10
月
19
日
㈰
15
時
～

◦
場
所
＝
福
島
の
町
中

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

◦
場
所
＝
黒
木
総
合
支
所
大
会
議
室

◦
内
容
＝
「
白
蓮
の
歩
い
た
道
～
大

正
か
ら
昭
和
へ
～
」
井
上
洋
子
さ

ん
（
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

館
長
・
西
日
本
人
物
誌˝

柳
原
白

蓮
著゙
者
）

◦
資
料
代
＝
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所

総
務
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
２
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

で
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
12
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
九
州
県
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
愛

　
八
女
石
灯
籠
協
同
組
合
会
員
の

作
品
を
一
堂
に
集
め
た
展
示
会
。
購

入
も
で
き
ま
す
。
入
場
無
料

◦
日
時
＝
10
月
４
日
㈯
～
10
月
26

日
㈰
、
９
時
～
17
時

※
10
月
５
日
㈰・12
日
㈰・13
日
㈷・

19
日
㈰
・
26
日
㈰
（
10
時
～
16
時
）

は
彫
刻
の
実
演
を
行
い
ま
す
。

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
10
月
９
日
㈭
19
時
～

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

チ
ャ
リ
テ
ィ
音
楽
祭
＆
福
祉
バ
ザ
ー

八
女
石
灯
ろ
う
（
福
岡
県
特
産

工
芸
品
）・
石
の
工
芸
作
品
展

男
女
共
同
参
画
地
域
づ
く
り

講
演
会

第
13
回
地
域
活
動
講
演
会

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

八
女
歩
こ
う
会

土
橋
八
幡
宮
神
幸
行
事

　八女市内の刑法犯認知件数（県警
察発表資料）は、平成 21年の 571件
に対して平成 25 年は 822 件と 44％
も増加しています。また、「声かけ」「つ
きまとい」「ちかん」など性犯罪に発
展するおそれがある前兆事案が、平成
23 年は１件であったものが平成 24 年
に 29 件、平成 25 年に 35 件と激増し
ています。このような犯罪による被害
を未然に防止するため、市民の防犯危
機意識の高揚へと繋げ、市民啓発や
見守り体制などの強化、防犯設備の充
実・整備を進め、八女市内で犯罪が「起
きない」「起こさせない」ように、「市民」・

「地域」・「行政」が一体となって、防
犯対策に努める必要があります。全国
地域安全運動期間（10 月11日～20日）
に併せて、「八女市防犯大会」を実施し、
参加者が一丸となって防犯対策を努め
ることを決議します。
◦日時＝10 月14日㈫ 18 時 30 分～

（１時間 30 分程度）
◦会場＝おりなす八女はちひめホール
◦問い合わせ＝地域支援課（☎ 23・
1731）

「自分たちの地域は、
自分たちで守ろう！！」
八女市防犯大会を開催します

起きな
い！

犯罪
が

起こさ
せない！

〈お詫びと訂正〉
議会だよりやめ（平成 26 年 8
月１日発行）8 ページの森茂生
議員の一般質問の記事の中で、
キウイフルーツかいよう病の
被害面積が「225 ヘクタール」
となっていましたが、正しくは

「225 アール」でした。お詫び
し訂正します。（議会事務局）

八女市献血推進協議会（☎23・5816）
献血にご協力ください

日にち 時　間 場　所
10/17

㈮
10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 15:30

株式会社 熊谷
光玉園（井延）

10/23
㈭

10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 15:30 室岡公民館

県指定文化財 木造聖観音立像

提灯願い大祭
猫尾城 2代目城主・黒木四郎の等身大
で作られたという「木造聖観音立像」を
祀る御堂への参道に提灯を提げ、願い
を捧げる祭りです。提灯に明かりが灯
る夕方、幻想的な雰囲気を求め多くの
見物客が訪れます。当日は護摩焚きや、
だご汁の振る舞いなどがあります。
◦日にち＝10 月5日㈰ 朝から夕方ご
ろまで　※護摩焚きは16 時～
◦場所＝黒木町北木屋
◦問い合わせ＝文化課（☎ 23・１９８２）【国際ソロプチミスト八女チャリティーバザー】◦日時＝10 月11日㈯ 13 時～完売ま

で◦場所＝おりなす八女研修棟ギャラリーＢ◦問い合わせ＝龍さん（☎ 22・4400）
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介
護
従
事
者
が
誇
り
と
意
欲
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
介
護
現

場
の
実
現
を
目
指
し
、
介
護
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈰
11
時
～
17
時

◦
場
所
＝
電
気
ビ
ル
み
ら
い
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
）

◦
定
員
＝
５
０
０
人

◦
申
込
期
間
＝
10
月
15
日
㈬
ま
で

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

県
介
護
福
祉
士
会

（
☎
０
９
２
・
４
７
４
・
７
０
１
５
）

　
精
神
疾
患
お
よ
び
障
害
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を

目
的
に
、
関
係
団
体
と
共
催
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
11
月
５
日
㈬

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

し
込
み
は
電
話
で
受
付

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　
型
紙
の
取
り
方
か
ら
製
本
ま
で
、

参
加
者
で
協
力
し
て
一
冊
の
布
え
ほ

ん
を
仕
上
げ
ま
す
。
初
め
て
の
人

も
大
歓
迎
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
７
日
㈮
、
11
月
21

日
㈮
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
２
階
研

修
室

◦
対
象
＝
布
え
ほ
ん
の
制
作
に
関

心
が
あ
り
、
体
験
後
「
ふ
わ
ふ
わ
」

に
加
入
し
て
八
女
市
立
図
書
館
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
た

だ
け
る
人
（
年
齢
、
性
別
不
問
）

◦
募
集
期
間
＝
10
月
１
日
か
ら
受

付
（
定
員
10
人
に
な
り
次
第
締
切
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ま
な
び
っ
と
八
媛
（
八
女
市
立
図

書
館
本
館
内
）
☎
２
２
・
２
５
０
４

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈬
13
時
～
16
時

◦
内
容
＝
▽
講
演
「
統
合
失
調
症

が
や
っ
て
き
た
」
松
本
ハ
ウ
ス
▽
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
一
緒
に
歌
っ
て
心

も
す
っ
き
り
！
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

い
ま
し
ょ
う
！
」
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
▽
県
知
事
表
彰
・

地
域
精
神
保
健
協
議
会
長
表
彰

◦
会
場
＝
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
共

同
ホ
ー
ル
（
久
留
米
市
野
中
町
）

◦
申
込
＝
福
岡
県
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
５

／
N
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
１
）

　
墨
で
描
く
絵
手
紙
講
座
と
作
品

展
示
・
販
売
。

【
展
示
】
◦
日
時
＝
10
月
２
日
㈭
～

14
日
㈫
、
９
時
～
17
時

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

【
講
座
】
◦
日
時
＝
10
月
８
日
㈬

①
10
時
30
分
～
②
14
時
～
（
１
日

２
回
・
各
15
人
）

◦
講
師
＝
墨
絵
画
家
河
野
華
洋
さ
ん

◦
参
加
費
＝
千
円

◦
場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
伝
統
工
芸
館（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
11
日
㈯
20
時
～

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
市
民
向
け
の
財
産
管
理
セ
ミ

ナ
ー（
成
年
後
見
）。
参
加
費
無
料
、

予
約
不
要
、
定
員
・
先
着
70
人

◦
日
時
＝
10
月
18
日
㈯
、
13
時
～

14
時
30
分
※
12
時
30
分
か
ら
受
付

◦
会
場
＝
筑
後
弁
護
士
会
館
（
久

留
米
市
篠
山
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
弁
護
士
会
筑

後
部
会
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０

１
４
４
）

　
俵
型
の
小
銭
入
れ
を
作
り
ま
す
。

手
縫
い
の
優
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。
裁
縫
道
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
22
日
㈬
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
第
２
研

修
室

◦
参
加
費
＝
千
円
（
材
料
費
込
み
）

◦
申
込
＝
10
月
10
日
㈮
ま
で
に
鵜

木
さ
ん
へ
（
☎
０
９
０
・
８
２
２
３
・

５
８
２
３
）

　
八
女
に
伝
わ
る
郷
土
の
お
や
つ

作
り
を
行
い
ま
す
。
具
材
や
作
り

方
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
楽
し
く
手
軽
に

作
り
ま
す
。
家
族
で
参
加
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可
。

【
第
３
回
・
ふ
な
焼
き
】

◦
期
日
＝
10
月
18
日
㈯

【
第
４
回
・
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
】

◦
期
日
＝
11
月
15
日
㈯

【
共
通
】

◦
時
間
＝
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
西
公
民
館
　
調
理
室

◦
対
象
＝
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◦
募
集
＝
定
員
10
組
（
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
※
子
ど
も

だ
け
の
参
加
は
２
０
０
円

◦
申
込
期
間
＝
10
月
１
日
㈬
～
10

月
10
日
㈮
平
日
９
時
～
17
時
※
申

【暴漢から身を守る！講道館護身術受講者募集】◦日時＝10 月19日㈰19時15 分～ 20 時 45 分※翌月
から第 3日曜日実施◦場所＝総合体育館◦受講料＝無料◦問い合わせ＝大塚さん（☎ 090・1874・5683）

◉自分の体力を知ろう
　サウスクラブで体力テストを行いま
す。自分の体力を知って生活に活かし
ましょう。
◦日時＝10 月25日㈯ 10 時～◦参加
料＝無料◦会場＝八女市総合体育館
◉バスハイク カキを食べに行こう！
◦行き先＝糸島市船越漁港◦期日＝11
月９日㈰ 8 時 30 分出発※集合場所・
八女市総合体育館◦参加費＝別途
◦申込＝10 月13日㈷～先着 45 人
◉グラウンドゴルフ大会参加者募集
◦期日＝11月８日㈯ 9 時～◦場所＝
桜公園運動広場◦参加費＝一般１人
200 円、会員無料◦申込＝10 月13
日㈷～10 月26日㈰

問 サウスクラブ（☎ 24・１３４０）

ふ
く
お
か
介
護
フェス
タ
２
０
１
４

墨
で
描
く
絵
手
紙
講
座
・
展
示

フ
ァ
ミ
リ
ー
わ
い
わ
い
講
座

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
大
会

財
産
管
理
セ
ミ
ナ
ー
（
成
年
後
見
）

布
絵
本
制
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ふ
わ
ふ
わ
」
体
験
講
座

教
室
・
講
座

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

安
部
龍
太
郎

講
演
会

「
作
家
に
な
る

ま
で
」

　八女市立図書館黒木分館（ゆめ
みらい図書館）の開館・リニュー
アル 5 周年を記念し、直木賞作家・
安部龍太郎先生の講演会を開催し
ます。
◦日時＝10 月 25 日㈯　開場 15
時 30 分～／開演 16 時～ 17 時
30 分◦会場＝ふじの里多目的ホー
ル◦対象＝中学生以上◦参加費＝
無料（整理券が必要）ゆめみらい
図書館で配布中。電話予約可◦申
込・問い合わせ＝ゆめみらい図書
館（☎ 42・0400）

先生

  サウスクラブ
からのお知らせ

参加
募集
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募
集
案
内
（
申
込
書
）
は
10
月

14
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。募
集
住
宅・

募
集
戸
数
等
は
、
募
集
案
内
を
見

る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募

者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合

は
抽
選
（
公
開
抽
選
会
）。
入
居
申

込
資
格
等
は
、
募
集
案
内
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
受
付
＝
10
月
14
日
㈫
～
10

月
31
日
㈮

◦
募
集
案
内
配
布
・
問
い
合
わ
せ

＝
▽
都
市
計
画
課
（
☎
２
３
・
２

５
７
７
）
／
黒
木
総
合
支
所
建
設

課
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）
／
立
花

支
所
建
設
課
（
☎
２
３・４
９
３
０
）

／
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５

４
・
２
２
１
９
）
／
矢
部
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

／
星
野
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５

２
・
３
１
１
４
）

　
日
に
ち
を
選
ん
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
日
＝
11
月
の
毎
週
水
・
木

曜
日
▽
幼
児
（
16
時
～
17
時
）
▽

小
１
・
２
（
17
時
～
18
時
30
分
）

▽
小
３
・
４
（
17
時
30
分
～
19
時
）

▽
小
５
・
６
（
18
時
30
分
～
20
時
）

◦
会
場
＝
筑
後
広
域
公
園
多
目
的

運
動
場
（
筑
後
市
大
字
津
島
）

◦
参
加
費
＝
１
回
に
つ
き
１
２
５
０
円

◦
締
切
＝
10
月
31
日
㈮

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ビ
ス
パ

福
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
事
務
局

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
０
０
３
９
）

　
月
に
一
度
、
久
留
米
年
金
事
務

所
の
職
員
が
商
工
会
議
所
で
個
別

に
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
前
日
ま
で
に
同
事
務

所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
日
＝
▽
10
月
15
日
㈬
八
女

商
工
会
議
所
▽
11
月
27
日
㈭
筑
後

商
工
会
議
所
※
時
間
10
時
～
16
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務

所
（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・
６
２
１

５
）
※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６

５
ま
た
は
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１

６
５
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産

の
無
料
相
談
会
。
不
動
産
に
関
す

る
こ
と
な
ら
ど
の
よ
う
な
相
談
で
も

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
17
日
㈮
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
１
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
福
岡

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
☎
０
９

２
・
２
８
３
・
６
２
５
５
）

参
加
く
だ
さ
い
。
事
前
申
込
不
要
。

直
接
開
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
／
場
所
＝
①
11
月
17
日
㈪

13
時
30
分
～
15
時
30
分
／
東
公
民

館
（
山
内
）　
②
11
月
26
日
㈬
10

時
～
正
午
／
西
公
民
館
（
新
庄
）

◦
内
容
＝
高
齢
者
向
け
の
健
康
体

操
実
技
（
主
に
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

体
操
）
講
師
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
フ

ル
下
釜
純
子
さ
ん

◦
参
加
費
＝
無
料
※
運
動
靴
・
お

茶・タ
オ
ル・ボ
ー
ル（
お
も
ち
の
人
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
２
会
場
と

も
同
じ
内
容
で
す
。
２
会
場
両
方

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長

寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

◦
日
時
＝
11
月
９
日
㈰
13
時
～

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
２
階
会

議
室
（
お
り
な
す
八
女
北
隣
）

◦
詠
草
＝
一
首
（
未
発
表
に
限
る
）

◦
選
者
＝
野
田
光
介
先
生
・
藤
吉

宏
子
先
生

◦
出
詠
料
＝
千
円

◦
締
切
＝
10
月
18
日
㈯

◦
宛
先
＝
〒834-0063

八
女
市
本

村
８
４
２
の
３
　
堤
秀
夫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
文
化
連
盟
短

歌
部・堤
さ
ん
（
☎
２
３・０
４
５
０
）

タ
ー
「
か
が
や
き
」

◦
内
容
＝
音
楽
を
楽
し
も
う
／
音

楽
療
法
士
・
久
保
頭
美
織
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

　「
ロ
コ
モ
」
と
は
、
骨
や
関
節
、

筋
肉
な
ど
、
か
ら
だ
を
支
え
た
り

動
か
し
た
り
す
る
運
動
器
の
機
能

が
低
下
し
、
移
動
に
障
害
が
出
た

状
態
の
こ
と
。
自
主
的
に
小
グ
ル
ー

プ
等
で
学
習
し
、
地
域
で
の
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
介

護
予
防
の
実
践
活
動
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
（
個
人
で
活
動
し
て
い
る

人
も
可
）
を
対
象
に
講
座
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
よ

う
と
考
え
て
い
る
人
も
、
ふ
る
っ
て

　
健
康
体
操
や
音
楽
療
法
な
ど
も

取
り
入
れ
た
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。
参

加
無
料
。
動
き
や
す
い
服
装
で
、

飲
み
物
・
は
さ
み
・
の
り
を
持
参
く

だ
さ
い
。
保
健
師
に
よ
る「
物
忘
れ
」

等
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
す
。

〈
八
女
会
場 

後
期
２
回
目 

※
全
５
回
〉

◦
日
時
＝
11
月
４
日
㈫
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

◦
内
容
＝
自
宅
で
実
践
で
き
る
認

知
症
予
防
の
コ
ツ
／
福
祉
レ
ク
・

ワ
ー
カ
ー
⻆
田
良
子
さ
ん
※
３
回

目
は
11
月
18
日
㈫
の
午
後
予
定
。

〈
立
花
会
場
２
回
目 

※
全
３
回
〉

◦
日
時
＝
11
月
５
日
㈬
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

ア
ビ
ス
パ
福
岡
短
期
ス
ク
ー
ル

年
金
相
談

不
動
産
の
無
料
相
談
会

八
女
市
文
化
祭
短
歌
会
作
品

【訂正とお詫び】９月１５日号９ページ八女市民体育大会の記事の中で、八女弓道場の電
話番号が違っていました。正しくは２４・０９８４です。お詫びして訂正します。

26
年
度
第
３
回
市
営
住
宅

げ
ん
き
脳
講
座

高
齢
者
向
け
健
康
体
操
普
及

講
座
（
ロ
コ
モ
予
防
講
座
）

毎日の暮らしの中で、年金や道路など国・県など
の行政の仕事について、困っていることやわから
ないことはありませんか。行政相談は、行政全般
についての苦情や意見、要望の相談を受けて、皆
さんの声を行政の改善に役立てる制度です。総務
大臣が委嘱した行政相談委員が相談をお受けしま
す。相談所は毎月各地区で開設され（開催されな
い地区もあります）、相談は無料で秘密は堅く守ら
れます。広報やめの「相談はお気軽にどうぞ」で
日時・場所を確認のうえ、気軽に相談ください。
相談日以外でも電話で相談を受け付けています。
◦行政相談委員＝
▽黒木地区＝秀徳紀子（☎ 42・2843）
▽立花地区＝髙山隆夫（☎ 37・0815）
▽上陽地区＝柴尾敏子（☎ 54・2108/23・5110）
▽矢部地区＝高山博由（☎ 47・2016）
▽星野地区＝内田龍（☎ 52・2250）
▽八女地区＝大津山篤（☎ 22・2439）

10月20日㈪～26日㈰
「行政相談週間」

お気軽に
相談くだ

さい
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◦
期
間
＝
10
月
19
日
㈰
～
11
月
２

日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

　
臓
器
移
植
は
、
臓
器
の
機
能
が

低
下
し
た
り
ま
っ
た
く
働
か
な
く

な
っ
た
り
す
る
病
気
の
唯
一
の
根
本

治
療
で
す
。
移
植
を
待
ち
望
ん
で

い
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
こ
の
機

会
に
臓
器
移
植
に
つ
い
て
、
命
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
万
一の

時
」
は
、
自
分
で
は
意
思
は
伝
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
臓
器
提

供
の
意
思
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
の
裏

面
の
『
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
』

に
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
日
本
臓
器
移
植

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
1
０
１
２
０
・
７

８
・
１
０
６
９
）

く
だ
さ
い
。（
事
前
登
録
必
要
）

◦
11
月
分
利
用
者
の
会
＝
10
月
18

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
八
女
市
内
で
生
活
し
て
い
る
障

が
い
が
あ
る
人
の
楽
し
い
憩
い
の
場

に
な
る
よ
う
黒
木
町
に
開
所
し
ま

す
。
気
軽
に
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◦
開
所
日
時
＝
月
・
木
・
金・
土・日
、

10
時
～
16
時（
祝・年
末
年
始
休
み
）

◦
利
用
料
＝
無
料
（
活
動
内
容
に

よ
り
、
一
部
実
費
負
担
）

◦
場
所
＝
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
茶
の
実
」（
黒
木
町
土
窪
１

５
０
５ｰ

１
）
※
串
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前

◦
問
い
合
わ
せ
＝
緒
方
さ
ん

（
☎
４
２
・
３
３
３
０
）

【
山
の
井
用
水
路
】

◦
期
間
＝
10
月
15
日
㈬
～
31
日
㈮

【
中
の
井
用
水
路
】

◦
募
集
科
（
選
考
日
／
定
員
）
＝

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
科
（
11
月
10
日

㈪
／
30
人
）
②
簿
記
２
級
科
（
11

月
11
日
㈫
／
20
人
）
③
電
気
設
備

科（
11
月
13
日
㈭
／
20
人
）④
Ｏ
Ａ
ビ

ジ
ネ
ス
科
（
11
月
13
日
㈭
／
12
人
）

◦
募
集
締
切
＝
①
～
④
10
月
31
日
㈮

◦
訓
練
期
間
＝
①
②
12
月
２
日
㈫

～
２
月
27
日
㈮
（
３
か
月
）、
③
④

４
月
～
３
月
（
１
年
間
）

◦
申
込
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
協
定
不
動
産
業

者
が
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
22
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
1
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
大
石
さ
ん

（
☎
２
３
・
４
７
７
５
）

　
解
雇
、
雇
止
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等
の

労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
会
。
相

談
無
料
、
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
10
月
19
日
㈰
10
時
～
18
時

◦
相
談
方
法
＝
面
談
ま
た
は
電
話

◦
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

※
福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階

【水田天満宮稚児風流】◦日時＝ 10/25㈯
10:00～ 13:00◦場所・問＝水田天満宮（☎
0942・53・8625）

【三柱神社秋季大祭】◦日時＝ 10/11㈯～ 13
㈷◦場所・問＝三柱神社（☎ 0944・72・3883）

【第 65 回大川木工まつり】◦日時＝10/11㈯
～13㈷9:00～18:00◦場所＝大川産業会館、
大川中央公園、大川文化センターほか◦問＝
大川市インテリア課（☎ 0944・87・2101）

【宝満神社奉納能楽（新開能）】◦日時＝
10/17㈮ 15:00～◦場所＝宝満神社◦問＝みや
ま市社会教育課（☎ 0944・32・9180）

【大
お お い

莞さるこいフェスタ 2014】◦日時＝ 10/5
㈰ 9:00～◦集合場所＝大莞小学校グラウンド
◦駐車場＝アクアス西側（当日はシャトルバス
を運行）◦参加費＝一般 500円・3歳～小学
生 300円◦問＝アクアス（☎ 0944・33・2002）

【広川まつり】◦日時＝ 10/18㈯ 12:00～
21:00、19㈰ 8:30～ 14:30◦場所＝広川中学
校◦問＝同実行委員会（☎ 32・0344）

【スローフードフェスタ新そば祭り】◦日時＝
10/26㈰ 10:00～ 15:00◦場所・問＝逆瀬ゴッ
トン館◦（☎ 32・6525）

大木町

大川市

みやま市

広川町

筑後市

柳川市

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
、
ま

た
は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡

婦
で
、
求
職
あ
る
い
は
転
職
を
希

望
し
て
い
る
人
対
象
。
定
員
20
人
。

受
講
料
無
料
、
託
児
事
前
予
約
。

【
パ
ソ
コ
ン
中
級
】

◦
期
間
＝
11
月
27
日
㈭
～
12
月
17

日
㈬
、
平
日
午
前
12
日
間

◦
申
込
＝
11
月
10
日
㈪
ま
で

◦
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
県

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３

９
３
１
）

　
受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

自
己
負
担
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

秋
季
停
水
の
お
知
ら
せ

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
茶

の
実
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

農業委員の担当区域一部変更

就
業
支
援

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

空
き
家
・
空
き
地
活
用
無
料

相
談
会

休
日
特
別
労
働
相
談
会

9 月15日号「新農業委員を紹介します」
で紹介していた農業委員の担当区域が一
部変更になりましたのでお知らせします。
校区 氏名 担当区域（新）

長峰
隈本弘文 吉田・岩崎
増永幸則 豊福・宅間田・大島

◦問い合わせ＝農業委員会（☎23・2407）



広報やめ　2014.10.123

火災出火件数  5件 （ 29件）
救急出動件数 251件 （2,142件）
救急搬送人数 242人 （2,066人）

人身事故発生件数 39件 （358件）
傷　　者 51人 （488人）
死　　者 0人 （  4人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 67,433 (-93)
男 31,753  (-39)
女 35,680  (-54)

世帯数 24,334  (-11)
　※（　）内は前月比

出生 41 人 転出 209人
転入 146 人 死亡 71人

◦市県民税（3 期）◦国民健康保険税（4 期）
◦後期高齢者医療保険料（4 期）◦介護
保険料（4 期）◦住宅家賃◦保育料◦水

道料金・下水道使用料（4 期）◦農業集落排水
施設使用料（4 期）◦下水道受益者負担金（2 期） ▼ 8 月の交通事故の状況

▼ 8 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（8 月31日現在）

▼ 8 月の異動
納期限・口座振替日は10月31日㈮

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなく

された人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦10月16日㈭、11月6日㈭／相談 13:00 ～
　16:00 ／場所・法務局八女支局※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦10 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦10 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 10 月 24 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦10 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦10月9日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦10月20日㈪9:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦10月21日㈫10:00 ～ 11：00/黒木総合支
　所／問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦10月1日㈬13:00 ～ 16:00/星野支所
◦10月3日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会福祉会
　館／地域福祉センター（上陽）
◦10月7日㈫13:00 ～ 16:00/矢部公民館
◦10月8日㈬13:00～16:00/立花市民センター
◦10月10日㈮13:00 ～16:00/ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦10月2日㈭13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦10月1日㈬・22日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月14日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月6日㈪13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦10月7日㈪13:00 ～ 16:00/矢部公民館
◦10月8日㈬9:00 ～ 12:00/星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦10月10日㈮13:00 ～16:00/ふじの里（黒木）
◦10月17日㈮13:00 ～16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦10月1日㈬、15日㈬、29日㈬　

　13:00 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦10月1日㈬、15日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月8日㈬、22日㈬13:00 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月8日㈬、22日㈬9:30 ～ 12:00　
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦10月3日㈮13:00 ～ 15:00/商工会議所
税務相談会
◦10月14日㈫10:00 ～ 15:00/商工会議所
経営支援相談会
◦10月20日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
社会保険個別相談会
◦10月15日㈬10:00 ～16:00 ／商工会議所 
※予約久留米年金事務所☎0942・33・6215
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦10月21日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦10月9日㈭9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月10日㈮・21日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月21日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦10月9日㈭11:00 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦10月23日㈭10:00 ～ 12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）

◦月～金曜8:30 ～ 16:30 ／八女市役所
消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支
所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦10月21日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員
会　☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
所　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンターナビダイヤル

（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約
予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

10月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ

10 月12 日㈰ 旧 松山歯科医院→ 新 柴田歯科医院（納楚）☎ 24・3400在宅医当番の
変更について



虫
の
音
が
心
地
よ
い
季
節
。

今
回
は
立
花
町
白
木
の
白
城

の
里
「
旧
大
内
邸
」
を
紹
介

し
ま
す
。

「
旧
大
内
邸
」
は
明
治
か

ら
昭
和
初
期
に
日
中
・
日
韓

友
好
親
善
の
実
現
と
経
済
、

文
化
交
流
、
人
材
育
成
に
力

を
注
い
だ
政
治
家
の
故
大
内

暢ち
ょ
う
ぞ
う

三
さ
ん
の
生
家
。
創
建
は
明

治
17
年
ご
ろ
で
山
村
に
は
珍
し

い
町
屋
造
り
の
特
徴
を
残
し
、

豪
農
の
風
格
を
備
え
て
い
ま

す
。
時
代
が
変
わ
り
住
む
人
が

い
な
く
な
り
、
朽
ち
て
い
く
の

を
見
て
「
歴
史
の
あ
る
家
を
残

し
た
い
」
と
立
ち
上
がっ
た
の
が

田
中
真
木
さ
ん
。
子
ど
も
の
こ

ろ
、
交
遊
の
あ
っ
た
大
内
家
の

親
族
か
ら
「
将
来
は
公
共
の
場

と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
思
い
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

署
名
運
動
や
募
金
活
動
を
行

い
、
後
世
に
残
そ
う
と
保
存
会

を
立
ち
上
げ
、さ
ま
ざ
ま
な
苦

労
を
重
ね
て
平
成
12
年
に
建

物
は
立
花
町へ
寄
付
さ
れ
、
町

指
定
の
有
形
文
化
財
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
田
中
さ
ん
を

中
心
と
す
る
生
活
文
化
研
究

会
が
、「
旧
大
内
邸
」
を
管
理

運
営
し
て
い
ま
す
。

邸
宅
内
の
懐
か
し
い
土
間
を

上
が
る
と
板
の
間
か
ら
中
庭
の

季
節
を
映
し
、太
陽
の
光
が
部

屋
に
差
し
込
み
ま
す
。
２
階
に

は
どっ
し
り
と
し
た
梁
と
骨
組

み
に
圧
倒
さ
れ
る
部
屋
。
も
う

一部
屋
は
大
内
家
の
資
料
館
。

大
内
さ
ん
の
歴
史
や
写
真
、こ

れ
ま
で
の
実
績
や
家
系
図
な

ど
が
壁一面
に
飾
ら
れ
て
お
り
、

大
内
さ
ん
の
人
と
な
り
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。四
季
折
々

楽
し
め
る
白
城
の
里
「
旧
大

内
邸
」へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
城
の
里「
旧

大
内
邸
」（
☎
３
５
・
０
４
１
５
）

◦
開
館
時
間
＝
９
時
～
17
時（
毎

週
月
曜
休
館
・
年
末
年
始
12
月
28

日
～
１
月
４
日
）※
月
曜
が
祝
祭

日
の
場
合
は
翌
日

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.17

白城の里「旧大内邸」
in 立花町

おたんじょうびおめでとう

誕生日おめでとう。これか
らもいっぱい食べて遊ぼう
ね。

すくすく元気に育ってね。 ゆうちゃん大好き♡ニコニ
コ元気で大きくなぁれ

♡１歳おめでとう♡
たくさん食べて遊んで元気
に育ってね。

心ちゃん１歳おめでとう♡
パパみたいに大きくなあれ
☆

お誕生日おめでとう�お姉
ちゃんと仲良く明るく元気
に育ってね♡

一叶ちゃん一歳おめでと
う♡にこにこ笑顔で元気に
育ってね♡

誕生日おめでとう。笑顔が
似合う元気で優しい女の子
になってね♡

笑顔の絶えない華伶さん♡
星七兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね♪

1歳のお誕生日おめでとう
�咲菜の笑顔が大好きです
♡

祝♡理翔１歳♡
毎日幸せをありがとう！す
こやかに大きくなれ♡

あきちゃん、1歳おめでと
う！強くて優しい子に育っ
てね♡

心愛ちゃん1歳おめでと
う！これからも笑顔で元気
に育ってね

祝♡1歳おめでとう！
これからも笑顔ですくすく
育ってね♡

お誕生日おめでとう。
南はパパとママの宝物で
す！

1歳おめでとう！これから
も楽しい思い出たくさん
作っていこうね♡

笑顔のステキな宇乃くん♡
元気いっぱい育ってね♡

♡祝１歳♡自由にのびのび
育ってね♪奏風、大好き♡

村口 陽
ひ さ き

咲ちゃん

井上 碧
あ お と

人ちゃん 森田 結
ゆうせい

惺ちゃん 岳 穂
ほ の か

乃花ちゃん

深町 心
し ん た ろ う

太朗ちゃん

川原 楓
か え ら

愛ちゃん冨安 一
い ち か

叶ちゃん

川島 弥
み お

恩ちゃん

西林 華
か れ ん

伶ちゃん

武田 咲
さ な

菜ちゃん

井上 理
り と

翔ちゃん

平井 暁
あきひろ

大ちゃん 牛嶋 心
み ら い

愛ちゃん 桑野 莉
りい

ちゃん

服部 南
みなみ

ちゃん

横山 カンナちゃん

清水 宇
う の

乃ちゃん

栗山 奏
か な た

風ちゃん

Ｈ25年10月13日生（室岡）

Ｈ25年10月22日生（高塚） Ｈ25年10月22日生（龍ケ原） Ｈ25年10月23日生（本町）

Ｈ25年10月15日生（蒲原）

Ｈ25年10月25日生（高塚）Ｈ25年10月22日生（馬場）

Ｈ25年10月1日生（立花町）

Ｈ25年10月16日生（本村）

Ｈ25年10月2日生（宅間田）

Ｈ25年10月19日生（吉田）

Ｈ25年10月5日生（岩崎） Ｈ25年10月10日生（立花町） Ｈ25年10月11日生（納楚）

Ｈ25年10月19日生（新庄）

Ｈ25年10月5日生（忠見）

Ｈ25年10月11日生（馬場）

Ｈ25年10月21日生（黒木町）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

茶のくに観光案内所 いのくち

▼
八
女
Ｗ
Ａ
Ｃ
研
究
会
の
試

食
会
。
そ
ば
以
外
に
も
手
作
り

の
料
理
が
ず
ら
り
。
こ
れ
ぞ
八

女
の
お
も
て
な
し
と
思
い
な
が

ら
あ
り
が
た
く
、
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
ち
そ
う
さ

ま
で
し
た
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
毎
年
思
う
の
で
す
が
、1
0
0

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
の
笑
顔
が

何
と
素
敵
な
こ
と
か
。
長
い
人

生
の
中
で
、
と
て
も
苦
し
い
こ

と
や
悲
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
す

べ
て
を
享
受
し
て
生
き
て
こ
ら

れ
た
証
。
百
寿
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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